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北海道史略年表



平成２３年度の調査

１ 調査の概要

今年度は、道内１０市町村に所在する２０遺跡で発掘調査を実施した。このうち１０遺跡は前年からの継続

調査である。前年まで発掘調査を終えて整理作業のみを行ったのは１２遺跡で、松前町の１遺跡を除き継

続の整理作業である。発掘調査を工事原因別に見ると、国土交通省北海道開発局の各開発建設部が実施

する工事に伴う調査が８市町村１３遺跡で、道路工事・ダム建設・河川改修に伴うものである。北海道新

幹線建設に伴うものは３市町６遺跡である。北海道（総合振興局建設管理部）が行う道路工事に伴うも

のは根室市の１遺跡である。

以下、調査成果を時期順に略述する。各遺跡の特徴的な事項を示すようにし、時期の重複する遺構は

最古の時期を目安に記述する。なお、遺構などの（ ）数字は員数である。
さつかり ぴ り か がたさいせきじんかく か がわ お しょろっこがた

旧石器時代 札苅５遺跡で美利河型細石刃核を含む石器群が、香川遺跡で忍路子型細石刃核を含む石器

群が出土している。
こ しゅうへんたてあなぐん うらほろ ひがしくし ろ

縄文時代 早期 トーサムポロ湖周辺竪穴群Ａ地区の竪穴住居跡（１）は、浦幌式・東釧路Ⅱ式土器など
せきじんぞく かま や かいがらもん

の石刃鏃石器群の時期である。釜谷８遺跡ではノダップⅠ式土器を含む貝殻文土器が出土している。札
もの み だい

苅５遺跡では物見台式土器が少量発見されている。
おしがたもんせんてい

前期 トーサムポロ湖周辺竪穴群では押型文尖底土器の時期の遺構群を調査し、Ａ地区で竪穴住居跡

（１）、Ｂ地区で竪穴住居跡（９）、土坑（１７）、集石などが検出された。
き こ ない えんとう ど き か そう

木古内遺跡では円筒土器下層ｂ式の時期の竪穴住居跡（６）や、早期後半から前期後半にかけてのフラ
おおひら とうべつがわ さ がん

スコ状を含む土坑（１７）が検出された。大平遺跡や当別川左岸遺跡では円筒土器下層ｃ・ｄ式が出土して

おり、大平遺跡では当該期の竪穴住居跡（３０）、フラスコ状を含む土坑（８２）、柱穴様ピット（１０６）、焼土（３４）

なども検出されている。これら遺構は前年と同様に、入れ子状であったり切り合うなど複雑に絡み合っ
もり ど えんとう ど き じょうそう

て検出された。前年から継続調査した盛土遺構は円筒土器下層ａ・ｃ・ｄ式から中期初頭円筒土器上層
さいせい ど せいえんばん じ せん けつじょうみみかざり すいしょく

ａ式の時期で、膨大な量の土器・石器のほか再生土製円盤・耳栓などの土製品や�状耳飾（１７）・垂飾な
い けい せんこくれき ほっかいどうしきせっかん かるいしせいひん

どの玉類、異形石器・線刻礫・北海道式石冠に似る小型の軽石製品などの石製品が出土している。木古

内２遺跡や札苅５遺跡からは円筒土器下層ｄ式の時期の遺物が出土しており、札苅５遺跡では当該期の

竪穴住居跡（９）、柱穴様ピット（１２６）、焼土（６）も検出されている。
たてさき おおがたはい き ど こう

館崎遺跡では大型廃棄土坑（３）、土坑（３）、集石（３）、焼土（１５）が検出され、円筒土器下層ｄ式の時期
もり ど い こうはい き そう ばんじょう ど ぐう がんぐう

の盛土遺構廃棄層からは、膨大な量の土器・石器のほか板状土偶や岩偶（現存長３７㎝日本最大級）、�
状耳飾（１５）・大型の玉、線刻礫などが出土している。

おしがた おしびき

中期 北町Ｊ遺跡では昨年に続き少量だが押型文・押引文土器が出土している。石器製作に係わる遺跡
かなやま

で珪化岩の大型石材が８割弱を占め、残りは黒曜石の小型石材である。金山６遺跡も黒曜石製石器とフ

レイク・チップしか出土していないが、遺物の形状等から中期後半から後期前葉と推定される。
れん が だい

当別川左岸遺跡では円筒土器上層ｂ式の時期の土坑（３）が、釜谷８遺跡では末葉煉瓦台式土器から後
てんゆう じ わきもと

期前葉の天祐寺式～涌元式土器の時期の土坑（４）、焼土（６）、Ｔピット（２）が検出されている。札苅５遺

跡でも中期前後とみられるＴピット（６）が検出され、うち４基が弧状にならぶ。札苅６遺跡ではサイベ
み はらしちょう さんかくがた

沢Ⅶ式～見晴町式土器の時期の竪穴住居跡（６）や土坑、焼土が検出されており、土偶片、三角形石製品、
たいしゅ

大珠も出土している。館崎遺跡には円筒土器上層ａ・ｂ・ｃ式～サイベ沢Ⅶ式土器の時期の盛土遺構廃
みなみろくごうがわ さ がん

棄層がある。南六号川左岸遺跡で北筒式土器の時期の竪穴住居跡（１）が検出された。
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後期 押上１遺跡の東側では中期末～後期前葉の集落と盛土遺構が調査され、竪穴住居跡（３４）、フラス

コ状を含む土坑（２２）、小ピット（３４２）などを検出した。盛土遺構廃棄層からは、膨大な量の土器・石器
せいりゅうとうがた

のほか土偶や青竜刀形石器、ヒスイ製の玉などが出土している。集落の後にはＴピット（３）が掘られて

いる。同遺跡西側からも同時期の竪穴住居跡（１１）、フラスコ状を含む土坑（９）、小ピット（９９）などを検

出している。当別川左岸遺跡では涌元２式・トリサキ式の土器が出土し、土坑（４）も検出されている。
おお つ しき

札苅６遺跡ではトリサキ式～大津式土器の時期の竪穴住居跡（７）や土坑、焼土が検出されている。館崎
と こしないけいせきさいつぼがた

遺跡の盛土遺構には竪穴住居跡（２）があり、十腰内系赤彩壺形土器などが見られた。
なか ご く

晩期 中五区１・２・３遺跡でタンネトウＬ式土器が出土している。中五区１・３遺跡では同時期の土

坑（１・２）も検出されている。南六号川左岸遺跡は前葉の土器が主体で、土坑、焼土などが検出されてい
ついしかり

る。対雁２遺跡では後葉から続縄文時代にかけての土坑（９５）、焼土（１７１）、集石（４）、石斧集中（４）など

が検出されている。土器も豊富で深鉢・浅鉢形が多く、入れ子状の倒立状態で出土するものも見られた。
おおぼら

大平遺跡からは大洞Ａ式併行の土器が出土している。
ほろない ほくだい

続縄文時代 幌内Ｄ遺跡で、北大ⅠおよびⅡ式土器の時期の土坑（１９）が検出された。すべて墓坑とみら

れ、円形で礫が充填されたもの（４）のうち１基に人骨がわずかに遺存していた。
はりつけ

オホーツク文化期 トーサムポロ湖周辺竪穴群Ａ地区で貼付文土器の時期の竪穴住居跡（４）、土坑墓（５）、

土坑（１３６）、石組炉、骨片集中などを調査した。土坑墓は配石を伴い、うち２基には人骨の痕跡が見ら
ほ かた

れた。土器が倒立・横倒状態で検出され、石鏃や鉄製品も副葬されていた。土坑の多くは掘り方を有す
ほったてばしらたてもの

る柱穴で、竪穴との重複はなく、掘立柱建物が建立されていた可能性がある。貼付文土器や礫石器、鉄
どうしんえん こっかくせいそうしん ぐ

製品のほか、同心円文を施した骨角製装身具（クックルケシ状製品）１点が出土している。

擦文文化期 大平遺跡で前年につづき、９世紀後半～１０世紀初頭の竪穴住居跡（１）を検出した。北壁に
いたべい みぞあと

造られたカマドはトンネル式の煙道をもつ。木古内遺跡では、板塀跡とみられる溝跡（１）を確認した。
はくとうさん とま こ まい

上面には１０世紀降下のＢ�Ｔｍ（白頭山－苫小牧火山灰）が堆積していた。
アイヌ文化期 トーサムポロ湖周辺竪穴群Ａ地区で前年につづき、１８世紀中葉以降の集落跡を調査した。

くいあな ひ うちいし おもりいし

貝塚（５）、柱穴・杭穴（１６５）や焼土が検出されており、火打石、錘石、金属製品や貝殻・獣骨・魚骨など

が出土している。
しゅくばいがわ お の

整理作業・報告書作成 平成１５～２１年度に調査したキウス５遺跡は第Ⅰ黒色土層の、祝梅川小野遺跡・
うめかわ しゅくばいがわうえ だ

梅川１遺跡は第Ⅱ黒色土層の整理がそれぞれまとまり、報告書を刊行した。残りの層や祝梅川上田遺跡・

梅川４遺跡についても整理作業を進めている。
しらたき がたちょう き せきじんはく り

白滝遺跡群では、ホロカ型彫器を含む石器群の大型石刃剥離技術が明らかになった旧白滝１５遺跡の報

告書を刊行。旧白滝３・５遺跡の整理作業も進展している。
たて の

北斗市館野地区の遺跡の整理作業では、館野遺跡と館野２遺跡Ａ・Ｂ地区の報告書を刊行。館野２遺

跡Ｃ地区、館野６遺跡の整理作業も展開している。
しもほろ ろ へびない

平成１９・２１年度に調査した下幌呂１遺跡、平成２２年度に調査した大平４遺跡、蛇内２遺跡も報告書を
ふくやまじょう か まち

刊行。同１２月まで調査した福山城下町遺跡も整理作業や木製品・金属製品等の保存処理作業を終え報告

書を刊行した。
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平成２３年度 発掘調査遺跡位置図

事業委託者 原 因 工 事 遺 跡 名 所在地 調査面積（㎡） 現地調査年

国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局

札 幌 開 発 建 設 部
道央圏連絡道路
泉郷道路工事

キウス５ほか 千 歳 市 整理作業 平成１５、１６、１８～２１年調査

南六号川左岸 長 沼 町 ２，３００ 新規

幌内Ｄ 長 沼 町 １，４００ 新規

石狩川改修工事の内対雁築堤工事 対雁２ 江 別 市 ２，１９６ 平成１１～１９年調査

函 館 開 発 建 設 部 高規格幹線道路函館
江差自動車道建設工事

館野２ほか 北 斗 市 整理作業 平成１６～２１年調査

当別川左岸 北 斗 市 １，８１６ 新規

釜谷８ 木古内町 ７８６ 新規

札苅５ 木古内町 ３，３９３ 新規

札苅６ 木古内町 ２，７５８ 新規

旭 川 開 発 建 設 部

天塩川サンルダム建設事業 北町Ｊ 下 川 町 ２，７５０ 平成２１、２２年から継続

旭川十勝道路富良野市
富良野道路建設工事

中五区１ 富良野市 ９７ 新規

中五区２ 富良野市 ６４ 平成２２年から継続

中五区３ 富良野市 １８０ 平成２２年から継続

網 走 開 発 建 設 部 旭川紋別自動車道建設工事
白滝遺跡群 遠 軽 町 整理作業 平成７～１５、１８～２０年調査

金山６ 遠 軽 町 ５２０ 新規

帯 広 開 発 建 設 部 帯広広尾自動車道中札内大樹道路工事 香川 更 別 村 ６００ 新規

鉄
道
運
輸
機
構

鉄道建設本部北海道
新 幹 線 建 設 本 部 北海道新幹線建設事業

館崎 福 島 町 ４３８ 平成２１年から継続

木古内 木古内町 ４，３０４ 平成２２年から継続

木古内２ 木古内町 ３３０ 平成２２年から継続

大平 木古内町 ２，２３０ 平成２１年から継続

蛇内２ 木古内町 ７７ 平成２１年から継続

押上１ 北 斗 市 ２，００８ 平成２２年から継続

北
海
道

渡島総合振興局（函館建設管理部） 町道朝日豊岡線代行事業 福山城下町 松 前 町 整理作業 平成２２年調査

釧 路 総 合 振 興 局
（釧路建設管理部）

釧路鶴居弟子屈線（A交－５７）交付金工事 下幌呂１ 鶴 居 村 整理作業 平成１９、２１年調査

根室半島線（B改－６３７）交付金工事 トーサムポロ湖周辺竪穴群 根 室 市 ２，３６４ 平成２１年から継続

合 計 ３０，６１１

平成２３年度 事業別発掘調査・整理作業遺跡一覧
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２ 調査遺跡
え べつ ついしかり

江別市 対雁２遺跡（Ａ�０２�１１０）
事 業 名：石狩川改修工事の内対雁築堤工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：江別市工栄町２８番地地先（石狩川河川敷緑地内）

調査面積：２，１９６㎡

調査期間：平成２３年５月１０日～１０月３１日

調 査 員：笠原 興、佐川俊一、谷島由貴、越田雅司、吉田裕吏洋

調査の概要

対雁２遺跡はＪＲ江別駅の北西約４㎞の石狩川左岸に位置する縄文時代晩期～続縄文時代の遺跡であ

る。世田豊平川（旧豊平川）との合流地点よりも上流側の河川敷緑地内、標高約６～８ｍの微高地に立

地している。

これまで石狩川河川改修工事のための調査が当センターにより平成１１～１９年まで継続して行われた。

平成１９年までの調査で検出された遺構は土坑２２６基、焼土１，６４０か所、集石３７か所、土器集中２か所など

である。特徴的な土坑としては、焼けた礫が多数検出されたもの、多量のオニグルミを内部で燃やした

ものなどがある。焼土はほぼ全域から検出され、全体の約８割が現地性のもので炭化クルミや微細な魚

骨片などが含まれる。土器集中は２か所で検出され晩期後葉の土器が４９３個体復元された。これまでに

出土した遺物は土器約１６８，０００点、石器等１１８，０００点、合計約２８６，０００点である。

今年度は築堤拡幅工事のための調査を実施した。調査範囲はこれまでよりも築堤側に近く、グリッド

名称で南北８５～８９区間、東西１３９～１６３区間である。調査の結果、遺構・遺物は１４７～１５５線間と１５８～１６０

線間の２か所にまとまりがみられた。調査は現地表面から約２ｍの深さまで行っており、遺物の出土し

た最も低い標高は約６．３ｍである。遺構・遺物の

時期はこれまでの調査と同様に縄文時代晩期後葉

が主体だが、続縄文時代のものが西側からわずか

に出土した。

遺構と遺物

検出した遺構は土坑９５基、焼土１７１か所、集石

８か所である。土坑はほぼ円形で径１ｍ以下の小

～中型のものである。土坑の覆土は自然堆積で埋

まるものがほとんどである。特徴的な土坑として

は焼けた礫が多数検出されたもの、底面全体に炭

化物が分布するものなどがある。焼土は現地性の

ものが多く、これまでと同様に炭化物や微細な焼

骨片を含んでいる。集石は８か所のうち石斧集中

が４か所ある。各石斧集中では石斧が２～７点ま

とめて置かれ、また砥石とセットで出土したもの

がある。この他に石製品として勾玉２点などが出

土している。出土遺物点数は土器、石器等合わせ

て約７万点である。 遺跡位置図（国土地理院２万５千分の１地形図「江別」を使用）
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調査範囲図（上・中）と遺構位置図（下）
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調査状況

土坑・焼土群検出状況
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調査状況 土坑の土層断面

土坑の遺物出土状況 焼土検出状況

石斧集中出土状況 石製品
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ながぬま みなみろくごうがわ さ がん

長沼町 南六号川左岸遺跡（Ｅ�１７�５８）
事 業 名：道央圏連絡道路泉郷道路工事埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：夕張郡長沼町８８３�２７ほか
調査面積：２，３００㎡

調査期間：平成２３年８月１日～１１月１１日

調 査 員：鈴木宏行、末光正卓

調査の概要
ほろない

南六号川左岸・幌内Ｄ遺跡のある長沼町は空知支庁の南西端、石狩低地帯のほぼ中央東側に位置する。
ま おい

町域は地形的に西に広がる石狩低地帯と東に連なる馬追丘陵に大別される。町内にはタンネトウＬ式、
どうばやし

堂林式の標式遺跡である幌内タンネトウ遺跡、幌内堂林遺跡など著名な遺跡を含め、５８か所の遺跡が登

録され、その多くがそれらの地形の境界付近に立地している。

南六号川左岸遺跡は長沼町市街地から南に７㎞、国道２７４号線と国道３３７号線が交差する南東側に位置

し、標高１８ｍ前後の低位段丘上に立地する。調査区の西・北側は道路などにより削平され、遺跡はその

両側にも広がっていたと推定される。
たるまえ

基本土層はⅠ層：表土、Ⅱ層：黒色土、Ⅲ層：褐色土、Ⅳ層：黄褐色土である。Ⅰ層は耕作土で、樽前
ふうとうぼくこん

ａ軽石が混じり、樽前ａ軽石は風倒木痕の落ち込みで検出されている。また、樽前ｃ軽石は肉眼的に確
い ぶつほうがんそう

認できなかった。主な遺物包含層はⅡ層で、一部Ⅲ層からも遺物は出土している。Ⅱ・Ⅲ層の層界は平
じょうらん

坦ではなく、堆積後の擾乱が認められる。Ⅳ層には風化した恵庭ａ軽石が混じる。

遺構と遺物

遺構は竪穴住居跡１軒、土坑９基、焼土４か所、集石１か所、土器集中５か所、フレイク集中７か所

が検出され、北西部で沢状の落ち込みが確認された。これらは、調査区北側に偏在している。

竪穴住居跡は縄文時代中期後半期と考えられ、６×４ｍ程の隅丸長方形を呈する。床面の長軸上には

３か所の焼土が検出された。土坑は直径２ｍ程の円形で、底面が皿状、覆土が黒色土主体のものが多い。

遺物は土器、石器等が約３万点出土した。土器は縄文時代晩期前葉が主体で、中期前・後半、後期前・
あか い がわ

中葉、擦文文化期のものが少量含まれる。石器類は剥片石器のほとんどが赤井川産とみられる黒曜石製
りょくしょくでいがん へんがん かんえいつうほう

で、緑色泥岩や片岩などの剥片類を含む石斧関連資料が比較的多く見られる。その他、寛永通宝が１枚

出土した。

遺構位置図 Ｐ―３
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Ｈ―１ 遺物出土状況

＊国土地理院５万分の１地形図「恵庭」を４０％に縮小して使用

遺跡位置図（左：平成１３年、右：明治４２年）
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ながぬま ほろない

長沼町 幌内Ｄ遺跡（Ｅ�１７�４）
事 業 名：道央圏連絡道路泉郷道路工事埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：夕張郡長沼町字幌内２０３２�１ほか
調査面積：１，４００㎡

調査期間：平成２３年１０月１８日～１１月１１日

調 査 員：鈴木宏行、末光正卓

調査の概要

幌内Ｄ遺跡は長沼町と千歳市の境界から南長沼用水に沿って３５０ｍほど北側の標高１８ｍ前後の低位段

丘上に立地している。これまで続縄文時代・擦文文化期の土器片、黒曜石製石器などが東西５０ｍ、南北

８０ｍにわたって分布していることが知られていた。平成１９年には遺跡西側の隣接地で国営かんがい排水

事業道央用水（三期）地区道央注水工に伴う南長沼用水西側地点の調査が行われ、続縄文時代後半～擦
ちゅうせき ち

文文化期前半の遺物が出土し、段丘崖下の沖積地にも遺跡範囲が及んでいることが確認されている。

調査区はそのほとんどが耕作によって地表から４０㎝程攪乱を受けており、遺物包含層は段丘の西側か

ら南側の縁辺部のみに残存していた。耕作範囲については遺構確認調査を、包含層残存範囲については

通常発掘調査を行ったが、包含層残存範囲や遺構数の増加により今年度の調査面積は当初予定範囲の４

割程度にとどまった。

基本土層はⅠ層：表土、Ⅱ層：黒色土、Ⅲ層：褐色土、Ⅳ層：黄褐色土である。耕作による攪乱のな

い段丘縁辺部にはⅠ層中に樽前ａ軽石が厚く堆積している。主な遺物包含層はⅡ層で、一部Ⅲ層からも

遺物は出土している。遺構確認範囲ではⅣ層を掘り込む土坑を検出したが、表土除去の際に耕作土中か

ら遺構に伴うとみられる集石があったことから地表下４０

㎝より浅い土坑の存在も想定される。

遺構と遺物

今回調査できなかった調査区西側をあわせると、１００

基程の土坑が検出された。今年度はそのうち土坑１９基、

小ピット１基の調査を行った。

調査した土坑は円形と長方形のものがあり、長方形の

２基は並んだ状態で検出された（Ｐ�５・１１）。
円形のものは直径８０㎝程で礫が充填されるものが７基

あり、礫の数が１０個以上のものが３基、そのうち１基（Ｐ�
１９）からは土壌化した人骨とみられるものが検出された。

また、Ｐ�１９の坑底付近からは北大Ⅰ式土器が出土して
いる。

包含層から出土している土器も北大Ⅰ・Ⅱ式が大部分

を占めることから、未調査の遺構の時期もほぼ同様の時

期と考えられる。

遺構位置図
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Ｐ―５（右）・Ｐ―１１（左）

Ｐ―１９
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ほく と おしあげ

北斗市 押上１遺跡（Ｂ�０６�７３）
事 業 名：北海道新幹線建設事業埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構鉄道建設本部北海道新幹線建設局

所 在 地：北斗市大工川１７６�２６ほか
調査面積：２，００８㎡

調査期間：平成２３年５月９日～平成２３年９月９日

調 査 員：立田 理、福井淳一、吉田裕吏洋

調査の概要
せんじょう ち せんたん

押上１遺跡は、海岸から約２㎞内陸の低位段丘ないし扇状地扇端に立地する（標高約１５～２０ｍ）。
かみいそ

過去には、函館江差自動車道建設にともなう発掘調査が上磯町（現北斗市）教育委員会により実施さ

れている。平成１４～１７年度の４か年度で１９，３５５㎡が調査され、竪穴住居跡１４軒、フラスコ状土坑２１基、

土坑３０基、Ｔピット３１基、焼土２か所が検出された。遺構・遺物は、縄文時代中期末～後期前葉の時期

のものが主体である。

今回の調査範囲は、この上磯町教育委員会の調査地点より約２００ｍ北西に位置する。調査範囲は、畑

の区画により便宜的にＡ～Ｈ地区に分けた。昨年度はＣ～Ｇ地区の調査を行い、竪穴住居跡９軒、フラ

スコ状のものを含む土坑７基、Ｔピット１基、小ピット５４基を確認した。今年度はＡ・ＢおよびＨ地区

の調査を行った。

基本土層は、Ⅰ層：耕作土、Ⅱ層：黒色土層（部分的に上部に白頭山－苫小牧火山灰（Ｂ�Ｔｍ）が
ぜん い たいせきぶつ

堆積）、Ⅲ層：漸移層、Ⅳ層：ローム層、Ⅴ層：砂礫層（扇状地堆積物）。主な遺物包含層はⅡ層で、Ａ・

Ｂ地区では盛土遺構を挟む。

遺構と遺物

Ａ・Ｂ地区から検出された遺構は、縄文時代中期末～後期前葉の盛土遺構２か所、竪穴住居跡３４軒、

フラスコ状のものを含む土坑２２基、Ｔピット３基、小ピット３４２基、焼土８か所、集石１か所である。

調査区全域が耕作による影響を受けていたが、Ａ・Ｂ地区は比較的耕作深度が浅く、盛土遺構も辛うじ

て残存していた。盛土遺構は竪穴住居跡、土坑、小ピットなど遺構が集中する範囲を挟むように東西２

か所確認され、調査区外に延びている。現状では畑に色調の明るい土壌が帯状に見え、遺物が濃密に散

布している。厚さは最大３０㎝ほど。竪穴住居跡は、掘り込みが浅く平面形が捉えがたいものと掘り込み

が明瞭なものとがあり、重複が著しかった。ほとんどの住居跡から石組炉が確認された。石組炉は、方

形を呈するものと、円形を呈するものがあり、礫が二重に配されるものもあった。土坑は、フラスコ状

のものが３基含まれる。Ｔピットは、Ａ地区東側でひょうたん形を呈するものが検出された。盛土遺構

により埋められた住居が存在し、Ｔピットが住居、盛土遺構を切ることから、集落形成→盛土遺構形成

＋集落継続→集落廃絶→狩り場という遺跡形成過程を復元できそうである。

Ｈ地区から検出された遺構は、縄文時代中期末～後期前葉の竪穴住居跡２軒、土坑２基、小ピット４５

基。Ｈ地区は耕作深度が深く、Ⅲ・Ⅳ層での遺構確認調査となった。昨年度調査したＧ地区を含めて集

落が形成されていたとみられる。

遺物は土器・石器等合わせコンテナにして４３１箱、推計点数１２万８千点出土している。土器は縄文時

代中期末葉～後期前葉のものがほとんどで、盛土遺構や住居覆土から一個体が潰れた状態や半完形で出
ま せい

土することもあった。石器には石鏃、つまみ付きナイフ、磨製石斧などがある。剥片石器はほとんどが

頁岩製である。なお、石鏃の基部にアスファルトが付着しているものもある。この他に、土偶が東盛土

遺構、青竜刀形石器、ヒスイ製玉（長さ４９㎜）が西盛土遺構から出土している。
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遺跡位置図（国土地理院２万５千分の１地形図「函館」「七飯」「茂辺地」を使用）

遺構位置図（上段は調査区全域、下段はＨ地区、Ａ・Ｂ地区の部分拡大図）
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Ａ地区調査状況

青竜刀形石器出土状況
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掘り込みの浅い竪穴住居跡

掘り込みの明瞭な竪穴住居跡
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ほく と とうべつがわ さ がん

北斗市 当別川左岸遺跡（Ｂ�０６�４２）
事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道札苅５遺跡外道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：北斗市当別５５２�３～５５３�１９
調査面積：１，８１６㎡

調査期間：平成２３年８月１日～９月９日

調 査 員：立川トマス、芝田直人、佐藤和雄

調査の概要
お しまとうべつ も へ じ とうべつ

当別川左岸遺跡は、ＪＲ渡島当別駅から北東へ約２．５㎞、茂辺地川と当別川に挟まれた海岸段丘上に

立地している。地形は調査区中央部に位置する沢に向かって緩やかに傾斜する。標高は７５～７６ｍである。

調査範囲は３か所に分かれ、発掘不要範囲を挟み西側に１か所（Ａ地区）、東側に遺構確認調査区を含

み２か所（Ｂ・Ｃ地区）がある。今年度は調査区中央部に施設されている工事用道路の北側、山側と呼

称されている部分を調査した。

基本土層は、Ⅰ層：表土・耕作土、Ⅱ層：黒色土（Ｂ�Ｔｍを含む）、Ⅲ層：暗褐色土、Ⅳ層：黒褐色
土、Ⅴ層：褐色土（漸移層）、Ⅵ層：黄褐色土（ローム）である。Ⅱ層・Ⅲ層が主な遺物包含層である。

遺構と遺物

調査では、縄文時代前期、同中期、同後期の遺構と遺物を検出した。遺構は、土坑７基（縄文時代中

期３基・同後期４基）・Ｔピット２基を検出した。土器は、縄文時代前期後半（円筒土器下層ｃ・ｄ式）、

同中期前半（円筒土器上層ｂ式）、同後期前葉（涌元２・トリサキ式）が出土している。石器等は、剥

片石器では頁岩製がほとんどを占め、石鏃・つまみ付きナイフ・スクレイパー等が、礫石器ではたたき

石・すり石・台石等が出土している。

遺跡位置図 （国土地理院２万５千分の１地形図「茂辺地」を使用）

当別川左岸遺跡
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調査範囲と遺構位置図

山側部分調査状況
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き こ ない かま や

木古内町 釜谷８遺跡（Ｂ�０５�５１）
事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道札苅５遺跡外道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：上磯郡木古内町字釜谷２６０�４～２６０�３４ほか
調査面積：７８６㎡

調査期間：平成２３年９月５日～平成２３年１１月１１日

調 査 員：立田 理、福井淳一

調査の概要

遺跡は、ＪＲ釜谷駅の北方１．５㎞、津軽海峡に面する海岸線から１㎞程内陸に位置する。標高は８１～８５
まつまえ

ｍであり、松前半島東部に発達する三段の海成段丘のうち、最も高位のものに立地しているとみられる。
おおかま や おおつぼさわ

遺跡の北側には、頁岩を産する大釜谷川の支流、大坪沢川が流れており、遺跡はその右岸にあたる。

遺跡の基本土層は、Ⅰ層：耕作土、Ⅱ層：黒色～暗褐色土、Ⅲ層：漸移層、Ⅳ層：黄褐色土である。

Ⅱ層は調査区内で厚さにばらつきがあり、風倒木のくぼみなどに顕著に残っている。厚い部分では上部

に白頭山－苫小牧火山灰（Ｂ�Ｔｍ）の可能性がある火山灰が認められる。これらのうちⅡ層、Ⅲ層が
主な遺物包含層である。

当初は７，６２２㎡について遺構確認調査を行う計画であった。調査を進めるうちⅡ層とⅣ層の間の包含
かいがらもん

層ではないと判断していた漸移層から貝殻文土器など縄文時代早期の遺物が出土することが明らかと

なった。このことから、計画を変更して早期の遺物の広がりを確認するためトレンチを主体とする調査

を行った。結果、予定面積の約１０％、７８６㎡について調査を終了した。次年度以降この結果を元に調査

を継続する予定である。

遺構と遺物

遺構は、土坑４基、Ｔピット２基、柱穴状ピット２基、焼土６か所を検出した。調査区南端にやや集

中する傾向がある。

遺物は２，５５０点出土した。内訳は土

器が１，２５８点、石器等が１，２９２点である。

土器には縄文時代早期前葉の貝殻文

土器が２５点あり、これには口縁部に
つめがた

爪形文が施されるノダップⅠ式も含ま

れている。最も多いのは縄文時代中期
れん が だい てんゆう じ

末葉の煉瓦台式から後期前葉の天祐寺

～涌元式にかけてのものであり、合計

１，１２４点である。このほか縄文時代早

期後半、中期前葉の円筒土器上層式、

晩期のものも少量出土している。

出土石器等には石槍４点、石鏃３点、

スクレイパー１２点のほか、断面が三角

形のすり石１１点などがある。点数が多

いものはフレイク１，１０５点であり、他

に頁岩原石４６点、石核３０点もある。遺跡位置図

（この図は国土地理院２万５千分の１地形図「当別」に加筆したものである）
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調査範囲および遺構位置図（等高線は表土除去後のもの）

調査風景（調査区奥は丸山）

土坑（ＫＰ―４）土層断面 Ｔピット（ＫＴＰ―２）全景
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き こ ないちょう さつかり

木古内町 札苅５遺跡（Ｂ�０５�４８）
事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道札苅５遺跡外道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：上磯郡木古内町字札苅６３６�２ほか
調査面積：３，３９３㎡

調査期間：平成２３年５月９日～１０月２８日

調 査 員：土肥研晶、阿部明義、佐藤 剛、冨永勝也

調査の概要
さつかり

遺跡は木古内町の北東側にあるＪＲ札苅駅から北側に直線距離で約１．１㎞に位置する。標高１５～２０ｍ
こうれん

の海岸段丘の最奥部に立地し、幸連川の支流の右岸に面する。

基本土層はⅠ層：表土・耕作土、Ⅱ層：黒褐色土、Ⅲ層：暗赤褐色土、Ⅳ層：暗褐色土、Ⅴ層：漸移

層、Ⅵ層：黄褐色土である。本遺跡では、Ⅲ層は不連続な堆積として確認した。風倒木痕では駒ヶ岳ｄ

降下火山灰（Ｋｏ�ｄ：１６４０年降下）や白頭山－苫小牧降下火山灰（Ｂ�Ｔｍ：１０世紀前半降下）がみら
れるものがあった。本遺跡は今年度以降も隣接する地区の調査が予定されている。

遺構と遺物

遺構は竪穴住居跡９軒、Ｔピット６基、小ピット１２６基、焼土跡６か所、フレイク集中２か所を検出

した。これらはすべて縄文時代の遺構である。

竪穴住居跡はすべて縄文時代前期後半の時期である。住居跡は幸連川の支流に面する調査区の東側に

偏在しており、調査区外の東側の林道の下にも分布は広がることがわかった。また住居跡同士は狭い範

囲での切り合い関係が確認できるものがあることから、調査区外の東側では密に分布する可能性がある。

住居跡は一部のみを検出したものが多く、平面形は不明なものがほとんどである。平面形がわかるも
すみまるほうけい ろ あと

のでは円形（Ｈ�１）・隅丸方形（Ｈ�６）がある。付属の施設では、炉跡・柱穴・出入り口を確認して
いるものがある。また炉跡の周辺の床面が周囲より一段低くなり、壁際に沿ってベンチ状になるものが

じ しょう ろ

ある。炉跡はほぼ中央に位置し、地床炉で、掘り込みがあるものとないものがある。竪穴住居跡の覆土

中には焼土跡がみられるものがある。

住居跡Ｈ�１では、炉跡及びその周辺から土器がまとまって出土した。
Ｔピットは縄文時代前期後半から後期前葉の可能性があり、ほぼ弧状に並ぶことから同一時期の可能

性が高い。

小ピット・焼土跡・フレイク集中は縄文時代前期後半のものが多い。小ピットは柱穴様のもので、竪

穴住居跡の南側に分布する。

遺物は包含層からは土器約１，０００点、石器等約１１，０００点が出土した。
もの み だい

土器は縄文時代前期後半の円筒土器下層式・後期前葉の土器が多い。また早期前半の物見台式土器が

調査区の東側でわずかに出土した。

石器は縄文時代の剥片石器ではスクレイパーが多く、礫石器類ではたたき石・すり石・台石・石皿が
ぴ り か がたさいせきじんかく

比較的多くみられた。また旧石器時代では包含層や竪穴住居跡の覆土中から、美利河型細石刃核を含む

石器群が出土した。
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遺跡位置図（国土地理院２万５千分の１地形図「木古内」を使用）

遺跡周辺の地形と調査範囲
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竪穴住居跡調査状況

縄文時代前期後半竪穴住居跡（Ｈ―１）

２３



き こ ない さつかり

木古内町 札苅６遺跡（Ｂ�０５�４９）
事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道札苅５遺跡外道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：上磯郡木古内町字札苅５７７�２ほか
調査面積：２，７５８㎡

調査期間：平成２３年５月９日～１０月２８日

調 査 員：土肥研晶、阿部明義、佐藤 剛、冨永勝也

調査の概要

遺跡は木古内町市街地の北東にあるＪＲ札苅駅から北に約５００ｍに位置し、前掲の札苅５遺跡の西約

３００ｍにあたる。また縄文時代晩期の土坑墓群を含む集落跡で著名な札苅遺跡は、当遺跡の南西約７００ｍ

にある。遺跡の南部～中央部～東部は標高約１７～２０ｍの海岸段丘上の南向き緩斜面、北西部は標高２０～
がいすい

２４ｍの丘陵斜面で崖錐地形になっている。遺跡の東西には丘陵の湧水点から流れる小沢があり、西側の

沢はやや深い。調査区東部には縄文時代晩期以降の地震によるものとみられる断層がある。

基本層序は、Ⅰ層：表土、Ⅱ層：黒色土、Ⅲ層：暗赤褐色土、Ⅳ層：黒色土、Ⅴ層：漸移層、Ⅵ層：
い こうこうちくめん

黄褐色土（ローム）で、遺構構築面および遺物包含層はⅡ～Ⅳ層である。Ⅲ層は赤色～暗褐色に色調が
ぜんせん

漸遷し、焼土および焼土の二次堆積土壌を含むものとみられる。調査区の大部分に分布し、特に南東側

が約２０㎝と厚い。また竪穴住居跡や木痕などの窪みでは、Ⅱ層中に駒ヶ岳ｄ降下火山灰（Ｋｏ�ｄ）、Ⅲ
層上面に白頭山－苫小牧火山灰（Ｂ�Ｔｍ）が薄く堆積している。
調査の結果、縄文時代中期半ばと後期前葉の集落跡であることを確認した。

遺構と遺物

遺構は調査区西側を主体に、北西部の斜面にも分布する。竪穴住居跡１３軒・土坑７１基・焼土２０か所・

埋設土器３か所・遺物集中５か所・フレイクチップ集中３か所が検出された。

竪穴住居跡は、縄文時代中期半ばのものは長径２～３ｍの楕円形（あるいは隅丸方形）で掘り込みが

深く、後期前葉のものは径４～５ｍの円形で掘り込みが浅い、という特徴がある。前者は壁面が明瞭で、

覆土に厚い焼土を伴うものが多い。後者は床面がロームにようやく達するもので、覆土が周囲の包含層
じ しょう ろ

と同様で壁面が不明瞭なものが多い。総じて地床炉は確認できるが、柱穴は不明確である。また覆土に

は、後世の縄文時代後期～晩期の遺物が数多く流れ込んでいる。

土坑は径６０～１００㎝の円形で、深さが５０㎝前後の定形的なものが多い。覆土の上位に焼土を伴うもの

が数多く見られる。また北海道式石冠などの礫石器や大型の礫を内包するものも複数ある。土坑の時期

は縄文時代前期～晩期であるが、中期後半が主体とみられる。埋設土器は、円筒土器下層ｄ式の個体、
えのきばやし

榎林式の半個体、同式の胴部があり、いずれも単独で検出された。遺物集中は、土器・石器・礫の小片

が多量に混在するもので、特に北西部斜面のふもとにあたる帯状の範囲に多く見られる。

遺物は土器・石器・礫等約２０万点が出土した。遺物は調査区のほぼ全域に分布するが、西側～中央部

が濃密である。

土器は縄文時代前期～晩期、特に中期半ばと後期前葉のものが多く出土した。主な型式は、前期が円
み はらしちょう ほっけ ま

筒土器下層ｄ式、中期がサイベ沢Ⅶ式・見晴町式・榎林式、後期がトリサキ式・大津式・手稲式・�澗
せいざん

式・堂林式、晩期が聖山式などである。石器は石鏃、つまみ付きナイフ、スクレイパー類、石斧、北海
へんぺい だ せいせっ き

道式石冠、すり石、たたき石などがあり、特に扁平打製石器が数多く出土した。また土製品では縄文時
じゃもん たいしゅ

代中期の土偶片が複数みられ、石製品では三角形石製品のほか、蛇紋岩に類する石材の大珠が１点出土

している。
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遺 構 包 含 層 計

土 器 １６，５１４ ５９，０００ ７５，５１４

石 器 １０，４９５ ２０，３８５ ３０，８８０

礫 １９，１１９ ７０，９９６ ９０，１１５

計 ４６，１２８ １５０，３８１ １９６，５０９

表 札苅６遺跡遺物集計

大珠・土偶

遺構位置図
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調査状況 土坑群

遺物集中

断層

埋設土器（縄文前期）
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竪穴住居跡（縄文中期）

竪穴住居跡（縄文後期）
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き こ ない おおひら

木古内町 大平遺跡（Ｂ�０５�７）
事 業 名：北海道新幹線建設事業埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構鉄道建設本部北海道新幹線建設局

所 在 地：上磯郡木古内町字大平６３�３０ほか
調査面積：２，２３０㎡

調査期間：平成２３年５月９日～１１月１１日

調 査 員：熊谷仁志、立川トマス、鈴木宏行、芝田直人、酒井秀治、佐藤和雄

調査の概要

大平遺跡の調査は、北海道新幹線の建設工事に伴うもので、平成２１・２２年度に引き続き３年目の調査

となる。平成２１年度の調査では、丘陵尾根・斜面に位置する４１１㎡の調査を行い、縄文時代前期後半（円

筒土器下層ｃ～ｄ式期）の竪穴住居跡８軒や土坑３基などを検出し、２２，７９４点の遺物が出土した。平成

２２年度は、町道大平２線を挟んだ南西側を調査し、縄文時代前期後半、中期初頭、晩期後葉、擦文文化

期の遺構・遺物を検出した。竪穴住居跡１７軒・土坑２６基などや縄文時代前期後半を主体とする盛土遺構

を検出した。

今年度は昨年度調査範囲の北東側を調査した。３か年の調査で検出した遺構は、竪穴住居跡５５軒・土

坑２３０基（うち柱穴状のもの１０６基、フラスコ状土坑８３基）・Ｔピット２基・焼土９４か所・礫集中２か所・

剥片集中１３０か所および縄文時代前期後半を中心とした盛土遺構である。
まごしち

遺跡はＪＲ木古内駅から北東へ約２㎞、大平川と孫七川に挟まれた海岸段丘上に立地している。地形

はほぼ平坦で、標高は８～１２ｍである。調査範囲の南西端は沢へ落ち込んでおり、標高差は５ｍ程ある。

また、調査範囲の東端部および北東端は削平されている。遺構・遺物は町道側に拡がる様子が伺え、町

道下にまで及ぶものとみられる。

遺跡位置図（国土地理院刊行の数値地図２５０００（地図画像）「木古内」を使用）
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基本土層は、Ⅰ層：表土、Ⅱ層：黒色土、Ⅲ層：漸移層、Ⅳ層：

黄褐色土である。Ⅱ層が主な遺物包含層である。調査前は住宅・

豚舎・鶏舎があったことから、遺跡の上面は攪乱・削平を受けて

いる。Ⅱ層からは白頭山－苫小牧降下火山灰（Ｂ�Ｔｍ：１０世紀
前半降下）・駒ヶ岳ｄ降下火山灰（Ｋｏ�ｄ：１６４０年降下）が散見
される。Ｂ�Ｔｍの上をⅡ上層、Ｂ�Ｔｍと盛土遺構の間をⅡ中層、
盛土遺構の下をⅡ下層とした。Ⅱ中層からは、縄文時代前期・中

期初頭・後期前半・晩期後葉・擦文文化期のものが出土してい

る。Ⅱ下層・Ⅲ層からは縄文時代早期の遺物が少量出土している。

遺構と遺物

今年度は縄文時代早期、前期、中期初頭、後期、晩期後葉、擦文文化期の遺構・遺物を検出した。今

年度調査を行った遺構は、竪穴住居跡３１軒・土坑２０１基（うち柱穴状のもの１０６基、フラスコ状土坑８２基）・

焼土３４か所・礫集中１か所・剥片集中５４か所および縄文時代前期後半～中期初頭の盛土遺構である。竪

穴住居跡１軒が擦文文化期である他は、縄文時代前期後半の遺構である。時期別に分布を見てみると、

遺構・遺物は縄文時代前期後半が多く、調査範囲の全体から検出されている。縄文時代晩期後葉と擦文

文化期は、調査範囲の南西側から確認されている。縄文時代早期・後期は遺物のみ出土している。

擦文文化期の遺構は、竪穴住居跡１軒（Ｈ�３１）を標高９．０ｍの平坦面から検出している。表土除去後
にＢ�Ｔｍの落ち込みにより確認した。平面形は隅丸方形で、一辺が４．０ｍほどのものである。９世紀後
半～１０世紀初頭と考えられる。北壁にカマドがあり、トンネル式の煙道がある。柱穴は住居内、住居外

とも検出されなかった。

土層柱状模式図

周辺の地形と発掘調査範囲
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縄文時代前期後半の遺構は、前記のとおりである。竪穴住居跡は、平面形が円形・楕円形・隅丸方形

である。これまでで最も大きな竪穴住居跡（Ｈ�１６）では、長軸１３．６ｍ・短軸１０．０ｍの楕円形となる。
そのほかの竪穴住居跡も、長径が４～１１ｍほどの規模がある。主柱穴は４本もしくは６本、壁柱穴が検

出されるものもある。主柱穴は直径約０．６ｍ、深さ１．２ｍに達するものが確認されている。ベンチ構造が

あるものもあり、形態に違いが見られる。覆土には盛土からの流れ込みを確認できる遺構がある。Ｈ�２３
の覆土からは１２０個体の土器が層位的に出土している。

土坑は、平面形が円形・楕円形が多く、規模は長径が０．５～１．０ｍほどである。柱穴状のものは径０．２

～０．４ｍ・深さ０．２～０．６ｍのものと径０．５ｍ・深さ０．７ｍのものがあり、竪穴住居跡の柱穴と形状・規模

が似ていることと配列が認められるものがあることから、柱穴の可能性が考えられる。フラスコ状土坑

は坑底径２．０ｍほど・深さ２．０ｍほどの規模があり、坑底面の中央に径０．４ｍ・深さ０．０５～０．１ｍの小ピッ

トが確認されるものが多い。調査範囲の北側に密集して検出している。

盛土遺構は、調査範囲の約６０％に広がっている。町道大平２線側は住居等によって上部が攪乱を受け

ているが、最も厚さがある所では約０．６ｍを確認している。盛土の土層断面は、町道側から中央部にか

けてほぼ水平な堆積をしており、線路側の盛土遺構端部へ向かって落ち込む土層をしている。盛土遺構

中からは多量の土器・石器等の遺物が出土している。土器は、横倒しで潰れた状態のものが多く、なか

には入れ子状になって確認されたものもある。また盛土遺構の端部では、正立や倒立した状態で出土し

たものが確認されている。盛土遺構中からは、廃棄されたと考えられる焼土粒や炭化物の範囲、頁岩の

剥片集中が多数確認されている。盛土遺構が形成された時期は、出土する遺物から縄文時代前期後半～

中期初頭（円筒土器下層ａ式～円筒土器上層ａ式）であり、円筒土器下層ｃ・ｄ式期のものが最も多く

出土している。

今年度調査で出土した遺物は、３６ⅡＢコンテナで約７００箱である。昨年度出土分１，００８箱と合わせると、

２か年で出土した遺物は約１，７００箱になる。
なかちゃ ろ いしかわ の

土器は、縄文時代早期（物見台式・中茶路式・東釧路Ⅳ式）、前期（石川野式・円筒土器下層ａ～ｄ

式）、中期（円筒土器上層ａ式）、後期（余市式・トリサキ式・大津式）、晩期（大洞Ａ式併行）、擦文土

器が出土している。前期後半の円筒土器下層ｃ・ｄ式ものが最も多い。擦文土器は８世紀後半と９世紀
つき かめ

後半～１０世紀初頭の坏や甕が出土している。縄文時代晩期後葉の遺物は、大洞Ａ式併行の浅鉢や深鉢・

壺が出土している。縄文時代前期後半～中期前葉の遺物は、盛土遺構を中心として調査範囲の全体から

出土している。

石器等は、剥片石器が石鏃・石錐・石槍・ナイフ・つまみ付きナイフ・スクレイパー・両面調整石器
いしのこ

など、礫石器では石斧・石のみ・たたき石・すり石（北海道式石冠が多い）・石鋸・扁平打製石器など

が出土している。剥片石器では頁岩製がほとんどを占め、黒曜石を利用したものはわずかである。

土・石製品では、再生土製円盤、土製耳栓、�状耳飾り、垂飾、玉類、黒曜石製の異形石器、頁岩製
せんとう き ゆうこういし

の異形石器、異形デザインの尖頭器、線刻礫、軽石製品、有孔石などが出土している。�状耳飾りは平
かっせき

面形が三角形のもので、破片が１７点出土している。石材は滑石製１５点、蛇紋岩製２点である。垂飾では

滑石製の棒状垂飾が３点出土している。線刻礫では小判形の礫に線刻によって模様をつけたものや長軸

に深い線刻があるものが出土している。軽石製品では北海道式石冠を小型化したような形状のものが出

土している。このような特徴的な石器類が出土している。

３０



大
平
遺
跡
遺
構
位
置
図

３１



Ｈ―２３ 調査状況

Ｈ―３０ 覆土１・２層遺物出土状況
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Ｈ―４３ 覆土遺物出土状況（Ｐｏ―１４） Ｈ―４３ 覆土遺物出土状況（Ｐｏ―１５・１６）

Ｐ―７８ フラスコ状土坑土層断面 Ｎ９５区盛土土器出土状況（Ｐｏ―９）

Ｐ―６０ フラスコ状土坑坑底面遺物出土状況 Ｎ９５区盛土土器出土状況（Ｐｏ―１４）
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き こ ない へびない

木古内町 蛇内２遺跡（Ｂ�０５�１９）
事 業 名：北海道新幹線建設事業埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構鉄道建設本部北海道新幹線建設局

所 在 地：上磯郡木古内町字札苅５１８�３
調査面積：７７㎡

調査期間：平成２３年８月２２日～８月３０日

調 査 員：熊谷仁志、佐藤和雄

調査の概要

遺跡は、ＪＲ木古内駅から北東へ約２．８㎞に位置する。蛇内川左岸の標高約８～１０ｍの海岸段丘上に

立地する。基本土層は、Ⅰ層：表土、Ⅱ層：黒色土、Ⅲ層：漸移層、Ⅳ層：黄褐色土である。Ⅱ層が主

な遺物包含層である。

調査は、平成２１・２２年度に１１，２８０㎡を実施している。主に縄文時代前期の竪穴住居跡や土坑などを検

出し、これらに伴う土器・石器等が出土した。今年度は昨年度調査範囲に隣接する、工事用道路の迂回

路部分を調査した。

遺構と遺物

遺構は、平成２２年度に検出された竪穴住居跡（Ｈ�１１）の未調査部分の調査を行った。新たに柱穴を
確認している。

遺物は、土器１１６点、石器５９点が出土した。土器は、昨年度と同じく円筒土器下層式がもっとも多い。

蛇内２遺跡調査範囲
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蛇内２遺跡抜根後全景

住居跡（Ｈ―１１）確認状況 Ｈ―１１完掘
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き こ ない き こ ない

木古内町 木古内遺跡（Ｂ�０５�３）
事 業 名：北海道新幹線建設事業埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構鉄道建設本部北海道新幹線建設局

所 在 地：上磯郡木古内町字木古内５６�１９ほか
調査面積：４，３０４㎡

調査期間：平成２３年５月９日～７月１５日

調 査 員：村田 大、新家水奈、愛場和人、広田良成、大泰司統

調査の概要

遺跡はＪＲ木古内駅から北東へ約１㎞の海岸段丘上に位置する。今年度調査区の標高は約８～１２ｍで、

北から南へ緩やかに傾斜する地形となる。昨年度調査区の南西側では沢に挟まれた舌状台地地形が確認

されている。

基本土層はⅠ層：表土、Ⅱ層：黒色土、Ⅲ層：漸移層、Ⅳ層：黄褐色土層で、Ⅱ層が主な遺物包含層

である。遺構覆土中には白頭山－苫小牧降下火山灰（Ｂ�Ｔｍ）や焼土様の赤色土壌がレンズ状に堆積
する部分がある。遺跡の現況は宅地で、調査区は広く削平・攪乱を受けていた。

今年度は平成２２年度に続く２次調査となり、平成２２年度は縄文時代早期・前期・後期および擦文文化

期の竪穴住居跡２６軒、土坑１３５基、Ｔピット９基、焼土４か所、フレイク集中４か所、集石２か所を検出

した。

遺構と遺物
みぞじょう

検出した遺構は、竪穴住居跡６軒（内継続１軒）、土坑１７基、溝状遺構１か所、焼土１か所である。

竪穴住居跡はすべて縄文時代前期後半のもので、前回の調査で同期の竪穴住居跡がまとまってみられ

た区域の周縁にあたる部分で検出した。竪穴住居跡は攪乱を受け、全体を把握できないものが多いが、

ベンチ構造を有するもの（Ｈ�２５）や炭化材が比較的良好に残存する焼失住居（Ｈ�２９）がある。
土坑は平面形が直径５０㎝～１ｍ程の円形で、断面形は皿状もしくはフラスコ状となるものが多い。時

期は覆土中の遺物から縄文時代早期・前期の可能性がある。

溝状遺構は幅約３０㎝、深さ約３０～３５㎝の掘り込みが、段丘縁に沿って約２７ｍ続くものである。溝の底
すきさき

面で掘削時の鋤先痕が明瞭に確認され、南西端６ｍ程の範囲では、底面に柱穴列が検出された。柱穴列

は掘り方を持つ１０～４０㎝程の柱穴跡が１．３～１．７ｍの間隔で４か所みられ、その間に深さ５㎝程の浅い柱

穴跡が連続する。時期は溝の覆土上部全面にＢ�Ｔｍ火山灰が堆積しているため、擦文文化期と考えら
いたべい

れる。形状から同期に東北地方でみられる、集落を区画する板塀跡の可能性がある。

遺物は、土器が約８，０００点、石器等が約１４，０００点出土した。土器は縄文時代早期後半の土器・前期後

半の円筒土器下層式が多い。石器はつまみ付きナイフ、スクレイパー、扁平打製石器が比較的多いほか、

頁岩製の石核やフレイク、礫なども多くみられる。
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木古内遺跡 年度別調査範囲図

０ １�

国土地理院２万５千分の１地形図「木古内」を使用

遺跡の位置
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縄文時代前期の竪穴住居跡（Ｈ―２９）

溝状遺構
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き こ ない き こ ない

木古内町 木古内２遺跡（Ｂ―０５―２８）

事 業 名：北海道新幹線建設事業埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構鉄道建設本部北海道新幹線建設局

所 在 地：上磯郡木古内町字本町４３５�１４
調査面積：３３０㎡

調査期間：平成２３年５月９日～７月２０日

調 査 員：新家水奈、広田良成

調査の概要

木古内２遺跡の調査は昨年に引き続き２年目となる。今年度の調査区は、木古内遺跡から南西約１５０

ｍの昨年度調査区北東側の低地部分（標高３～７ｍ）３３０㎡である。遺物が出土するもっとも低い面は、

現地表面から３ｍ以上深く、調査前に矢板の打設、土留め用鉄骨材設置等の準備工を行ってから、ベル

トコンベアを搬入して調査した。低地部の土層は、部分的に駒ヶ岳ｄ降下火山灰（Ｋｏ�ｄ：１６４０年降
下）や白頭山－苫小牧降下火山灰（Ｂ�Ｔｍ：１０世紀前半降下）が確認され、その下にはピートモス状
の繊維質を多量に含んだ泥炭層が１ｍ以上堆積しており、遺物は泥炭層下の黒色および灰色粘土層から

出土している。

遺構と遺物

昨年度は台地（標高約１０ｍ）上から縄文時代前期後半の竪穴住居跡６軒、フレイク集中１か所を検出

した。今年度、この台地の段丘崖から低地部を調査した結果、斜面上および斜面下から縄文時代前期の

土器片が７，８８７点、石器類が２，１４６点、計１０，０３３点の遺物が出土した。遺物は段丘崖直下の、層厚１ｍ以

上の泥炭層下の遺物包含層から集中して出土し、遺構は確認されなかった。遺物包含層の堆積状況に人

為的な様相は見られず、自然堆積により形成されたものと思われる。

調査区地形図
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調査状況

遺物出土状況

遺物出土状況

遺物出土状況 基本土層模式図
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ふくしま たてさき

福島町 館崎遺跡（Ｂ―０３―２）

事 業 名：北海道新幹線建設事業のうち吉岡信通機器室の増設工事埋蔵文化財調査

委 託 者：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構鉄道建設本部北海道新幹線建設局

所 在 地：松前郡福島町字館崎３３７�１１ほか
調査面積：４３８㎡（平成２１年度８３９㎡・平成２２年度８９４㎡ ３か年合計２，１７１㎡）

調査期間：平成２３年５月９日～平成２３年８月３１日

調 査 員：遠藤香澄、中山昭大、影浦 覚

調査の概要
しらかみ

遺跡は、北海道最南端白神岬の北東約６㎞、吉岡川河口右岸の海岸段丘上（標高約２４ｍ）にある。海

岸線からの直線距離は約２５０ｍである。

過去には４次にわたって計２，５９０㎡の発掘が福島町教育委員会によって行われている。このうち今回

の調査区の東に隣接する地点（現信通機器室外周）を対象とした昭和５９年の調査では、約２００㎡の範囲

の４つの文化層から５５，０００点以上の土器が出土し、「土器塚」と称された。今回の調査で確認した盛土

遺構（以下、盛土と略称）とこの土器塚とは南東－北西方向で帯状に２条が並行しており、一連のもの

である可能性が高い。便宜的に前者を西盛土、後者の「土器塚」を東盛土と呼称する。

北海道新幹線建設事業に関する信通機器室の増設工事に伴い、平成２１・２２年度に１，７３３㎡を調査した。

今年度は周回道路の敷設工事に関する調査である。調査区は２か年の調査範囲の西側３３８㎡（Ａ地区）

と北側１００㎡（Ｂ地区）である。構内道路敷設という工事の性格から、発掘調査は工事により影響を受

ける深さまでで止めた。このため盛土堆積が薄いＢ地区は主に遺構検出層までの調査となった。また、

Ａ地区は一部遺物包含層を残した状態で養生、埋め戻しをしている。

遺跡位置図（国土地理院２万５千分の１地形図「渡島吉岡」を使用）
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基本土層は、Ⅰ層：表土・耕作土、Ⅱ層：盛土層、Ⅲ層：黒色土層、Ⅳ層：漸移層、Ⅴ層：黄褐色土

層である。調査区内全域で盛土ないし掘削といった人為的な地形改変がなされていた。Ⅱ層の盛土層は、

形成された時期によりその色調、堆積物の内容が異なるが、主体は縄文時代前期末～中期初頭（約４，６００

～４，５００年前）の円筒土器文化期の形成であり、大きく３つ（Ａ～Ｃ）に分けられる。

Ａ盛土：色調は暗褐色で遺物量は少ない（ｍ３層）。Ｂ盛土：黒褐色と黄褐色の土層が互層となってい

る。遺物量が多く、個体の形状を保った土器を多量に包含するほか、礫や炭化物、焼骨が含まれる（ｍ

２中～下層）。Ｃ盛土：色調は黄褐色でＢ盛土同様個体の形状を保った土器を中心に多量の遺物を包含す

る。部分的に炭化物層をはさむ。貝層もあり海獣骨も含まれる（ｍ２上層）。Ａ盛土は、当時の地表面（Ⅲ

層上面）に盛土したもので、Ｂ盛土とＣ盛土は遺構のくぼみに埋積している例が顕著である。

また、調査区の一部（円筒土器文化期の道路跡周辺）で縄文時代後期前葉（約３，７００年前）の盛土も

確認された（Ｄ盛土＝ｍ１層）。

遺構と遺物

新たに確認された遺構は、竪穴住居跡３軒（ＴＨ６０・６１・６５）、大型廃棄土坑３基（ＴＨ５７・５８・６３）、

土坑５基、集石４か所、焼土２６か所、フレイク集中８か所である。大型廃棄土坑は便宜的に竪穴住居跡

と同じＴＨの略称を冠して調査を行った。平面形を確認したのみの遺構については、仮番号を付して範

囲図を実測するにとどめた。先に挙げた遺構数は、トレンチ調査で明らかに遺構と判断したものである。

Ａ地区は西盛土の主体部から沢地形に向けての傾斜部である。大型廃棄土坑３基、土坑３基、集石３

か所、焼土１５か所、フレイク集中８か所を確認した。このほか平成２１年度に一部調査したＴＨ５４とＴＰ

１５の残りを調査した。ＴＨ５１、５６の続きは確認されなかった。大型廃棄土坑の掘削にともない、失われ

た可能性がある。大型廃棄土坑（ＴＨ５７・５８・６３）は盛土の傾斜部から確認された。床面、壁面はやわ

らかく不規則である。いずれも三角堆積があり、その上に黒色土と共に土器を主体とした大量の遺物が

遺棄され、その上部は黒褐色土と黄褐色土の互層で人為的に埋められていた。調査区外に広がるが、一

部は沢の営力で消失していた。こうしたことから、これら大型廃棄土坑は沢地形のくぼみを利用して掘っ

た竪穴である可能性も考えられる。黒色廃棄層の土器はいずれも円筒土器下層ｄ式であった。

Ｂ地区は主に遺構検出面までの調査となった。遺構は竪穴住居跡３軒、土坑２基、集石１か所、焼土

１１か所である。ほかに住居の可能性があるもの１１軒、土坑の可能性があるもの１７基の平面形を確認して

いる。縄文時代中期の道路跡の続きや配石列３の続きもあり、過去２年の調査結果から予想されるとお

りの遺構密度であったといえる。調査した竪穴住居跡のうち２軒（ＴＨ６１・６５）についてはＤ盛土中に

構築した縄文時代後期前半のものである。掘り込みは浅く不明瞭だが炉を持ち、十腰内系の赤彩壺形土

器が出土している。

Ｂ地区東側の調査区外において、法面工事によって東盛土の一部が消失していた。２か所の法面に東

盛土の断面が現れていたことから、この部分の写真撮影と図化を行った。東盛土の地山面と西盛土の地

山面を比較した結果、東側が少なくとも１．５ｍ高いことが判明した。元地形は調査区東側から西側の沢

地形に向けて緩やかに傾斜していたことになる。そして、東西盛土間の道路跡周辺では黄褐色土層（地

山）が、少なくとも１ｍ近く掘削されていたこともわかった。黄褐色土を主体とするＣ盛土の起源は、

この中央部の地山掘削にともなうものであろう。

遺物は３６ⅡＢコンテナ換算で８６８箱分が出土した（うち６５７箱が土器）。これは過去２か年の出土量と

比べておよそ１．６倍の出土率である。形状をほぼ保ったまま出土した一括土器も２２８個体以上を数えた。

このような出土状況は大型廃棄土坑の存在をはじめとし、Ａ地区全体が廃棄場的な性格を持っていたた

めと考えられる。土器は縄文時代前期末の円筒土器下層ｄ式から中期前半の円筒土器上層ａ式・ｂ式が
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主体である。ほかにＢ地区で縄文時代後期前葉の土器が出土している。
はんえんじょうへんぺい だ せいせっ き

石器は、剥片石器では石鏃が目立ち、礫石器では北海道式石冠、半円状扁平打製石器が多い。剥片石

器はほとんどが頁岩製である。なお、石鏃は基部にアスファルトの付着したものが顕著である。

特筆事項としては、ＴＨ５４の覆土中から頭部を欠く大型の岩偶（長さ３７㎝）が出土した。国内最大級

のものである可能性がある。

また、ＴＨ６３の廃棄層から頭部と手足を欠く板状土偶、ＴＨ５７の廃棄層からは径４㎝のヒスイ製の玉
かっせき せきぼう

が、さらに滑石製の�状耳飾は破片を含め１５点出土した。このほか黒曜石製異形石器や石棒なども出土
している。

盛土中からは残存状態が良好な動物遺存体が多数出土した。分類整理の詳細はこれからであるが、海

獣類を中心とした哺乳類や魚類である。

館崎遺跡土地利用概念図
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遺構位置図
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Ａ地区盛土調査状況

土偶出土状況

Ａ地区終了面 Ｂ地区終了面
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ふ ら の なか ご く なか ご く なか ご く

富良野市 中五区１遺跡（Ｆ�０４�２４）・中五区２遺跡（Ｆ�０４�２５）・中五区３遺跡（Ｆ�０４�１４１）
事 業 名：旭川十勝道路富良野道路建設工事埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局旭川開発建設部

遺 跡 名 所 在 地 調査面積 調査期間

中五区１遺跡 富良野市２８８０�１ほか ９７㎡ 平成２３年８月１日～８月３１日

中五区２遺跡 富良野市７４１１ほか ６４㎡ 平成２３年８月１日～８月３１日

中五区３遺跡 富良野市７４３９ほか １８０㎡ 平成２３年８月１日～８月３１日

調 査 員：笠原 興、谷島由貴

調査の概要

今年度調査した３か所の遺跡は、いずれも富良野市を北から南に貫流する空知川左岸に位置する。Ｊ

Ｒ富良野駅の約３㎞南側の「天満宮」境内に中五区１遺跡、そこから約１㎞南の低位段丘面上に中五区

２遺跡、さらに約０．７㎞南の低位段丘面上に中五区３遺跡がある。３遺跡とも出土遺物のほとんどが縄

文時代晩期の遺物である。

中五区１遺跡 昨年度に条件不調から未着手となった９７㎡が調査対象である。「天満宮」境内と市道

との比高差５ｍの段丘崖付近にあり、奥の社との間にさらに上位の段丘がある。

基本層序はⅠ層（表土）：礫混じりの黒色土、Ⅱ層（包含層）：拳～人頭大の礫の間に黒色土が混じ

る、Ⅲ層（最終面）：暗褐色の礫層（拳～人頭大の礫）からなる。

中五区２遺跡 昨年度送電線鉄塔があったため未着手であった鉄塔基礎部分の６４㎡が調査対象であ

る。標高１８０ｍ、空知川から２００ｍの地点にあり、周囲で盛土工事が行われている中での調査であった。

遺構は検出されなかったが、昨年度焼土が検出された層の上部で一括土器を検出した。

基本層序はⅠ層（耕作土・客土）：黒色粘質土、Ⅱ層：褐色粘質土、Ⅲ層（包含層）：粘土質黒色土、

Ⅲb層：暗褐色の砂礫層、Ⅳ層：礫層からなる。河川堆積でありⅡ層とⅢ層は列状に平面的な広がりを

みせる。そのため、表土を除去した下にⅢ層またはⅢb層がある。

中五区３遺跡 送電線鉄塔と防火用水路があり、未調査だった鉄塔基礎部分４２㎡と水路部分１３８㎡の

合わせて１８０㎡の調査を行った。防火用水路部分では下位の黒色土層６２㎡についても調査を行っている。

基本層序はⅠ層（耕作土）：黒色土、Ⅱ層（包含層）：黒色の粘質土、Ⅲ層：明褐色～褐色の粘土層、

Ⅳ層：明褐色～褐色の粘土層、Ⅴ層（包含層）：黒色の粘質土、Ⅵ層：明褐色～褐色の粘土層、Ⅶ層（無

遺物層）：黒色の粘土からなる。

遺構と遺物

中五区１遺跡 縄文時代後期末～晩期初頭の土坑が１基、調査区南側の壁から検出された。出土遺物

は土器約１，１００点、石器約４，０００点である。土器の大半は縄文時代晩期のもので、中期・後期末～晩期初

頭のものが少量出土している。石器は他の２遺跡に比べ、つまみ付きナイフがやや多く出土したほか、

他の２か所の遺跡同様に石鏃が多く出土している。

中五区２遺跡 遺構は検出されていない。出土遺物点数は約１，３５０点で、土器約１，１５０点、石器約２００

点である。土器は大半が縄文時代晩期前葉～中葉のもので、後期末～晩期初頭のものも少量出土してい

る。

中五区３遺跡 防火用水路部分で土坑２基が検出された。これらは昨年度検出された土坑と同様の径

５０㎝程度の小さな土坑である。出土遺物は土器約３００点、石器約７００点である。土器の大半は縄文時代晩

期のもので、特に中葉のものが多いと考えられる。
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（国土地理院５万分の１地形図「富良野」「山部」を使用）

遺跡の位置と調査範囲
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中五区１遺跡 調査風景

中五区１遺跡 Ｐ―１土層断面

中五区２遺跡 調査風景
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中五区３遺跡 調査風景

中五区３遺跡 Ｐ―１６

中五区３遺跡 Ｐ―１７
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しもかわ きたまち

下川町 北町Ｊ遺跡（Ｆ�２１�６９）
事 業 名：天塩川サンルダム建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局旭川開発建設部

所 在 地：上川郡下川町字北町１１２９ほか

調査面積：２，７５０㎡

調査期間：平成２３年９月１日～１０月２６日

調 査 員：笠原 興、直江康雄

調査の概要

北町Ｊ遺跡は下川町の市街地から北北東へ約５㎞、サンル川と無名沢が合流する丘陵斜面の縁辺部に

立地する。標高は約１６０ｍで、サンル川との比高は約１０ｍである。
けい か さん る

サンル川に注ぐ遺跡周辺の沢では珪化岩が採取可能で、背後の丘陵の珊瑠から一の橋付近にかけて珪

化岩の岩帯が含まれている事が知られている。そのような石材環境を反映し、本遺跡も含め下川町内の

遺跡からは、珪化岩製の石器が多く出土している。

基本土層はⅠ層表土：腐植土＋笹根、Ⅱ層：暗褐色～褐灰色植壌土、Ⅲ層：明褐色～橙色植壌土（漸

移層）、Ⅳ層：橙色土砂礫混じり粘質土である。遺物包含層はⅡ～Ⅲ層である。

一昨年から引き続く調査で、今年度は遺跡のある台地の先端側にあたる北側２，７５０㎡について調査を

行った。遺跡全体の出土遺物の濃淡は、一昨年度のトレンチ調査によって細かく確認されているため、

その結果に基づき今年度は、主に調査区の南側を人力による調査、北側では重機を併用した確認調査を

実施した。

遺構と遺物

遺構は、剥片集中が５か所確認された。いずれもⅡ層から出土したもので、縄文時代に帰属すると考

えられる。

遺物は、石器等が２，５１１点、土器片２７点出土した。土器片はいずれもＬ１７区からまとまって出土して

おり、同一の試料と考えられる。胎土には砂粒が多く入り、一部に角形の口唇部が見られる。しかし、

いずれも小破片で風化が著しく摩滅しているため、表面の文様を細かく認識できる状況ではない。平成
や ばね おしがた はんせつちっかん おしびき

２１年度にＭ１０区からⅢ群a類と考えられる矢羽状の押型文や半截竹管による押型文ないし押引文の土器

片が出土している。一昨年の土器と今年度出土した土器を比較すると、器壁の厚みや胎土の状況が類似

しており、今年度出土した土器片も一昨年の土器と同様の時期の可能性がある。

石器の器種ではフレイクが最も多く２，３４８点出土し、次いで石核（５７点）、縦長剥片（４６点）、Ｒフレ

イク（１８点）、台石（１３点）と続く。その他に石槍、つまみ付きナイフ、スクレイパー、石鏃、エンド

スクレイパー、両面調整石器、石斧、石製品が出土しているが、いずれも５点以下と少量である。上位

の出土遺物の比率は昨年の出土状況とほぼ同様である。

石器類の石材を出土点数で見ると、珪化岩が最も多く全体の７７％（１，９０４点）出土し、次いで黒曜石

が１９％となっており、この二種類の石材で全体の九割以上を占めている。しかし、重量比で見ると珪化

岩の割合は変化しないが、黒曜石は極端に減少する。このことは珪化岩に大型の石器が多く、原産地付

近で採取できる石材の利用頻度の高さと形状の大きさを良く示している。対照的に黒曜石は小型のフレ

イク、チップが多く、素材や製品の持ち込みとその二次加工ないし再加工を主な作業としていたと考え
あ ば た な よろ

られる。また、原礫面の残る黒曜石の一部には多数の痘痕状の窪みが観察でき、名寄産の黒曜石の特徴

と一致している。また、比較的大型の黒曜石製石器の中には白滝産黒曜石によく見られる茶褐色の網目

模様が入り込んでいるものもある。
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遺跡位置図（国土地理院５万分の１地形図「下川」「サンル」を使用）

調査区全景 Ｍ１５区剥片集中出土状況

Ⅳ層上面の地形と剥片集中の出土位置（�が今年度検出）

年度別調査範囲図
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さらべつ か がわ

更別村 香川遺跡（Ｌ�１０�１６）
事 業 名：帯広広尾自動車道中札内大樹道路工事に伴う埋蔵文化財発掘調査業務

委 託 者：国土交通省北海道開発局帯広開発建設部

所 在 地：河西郡更別村字上更別南９線８５�５、８５�７
調査面積：対象面積２，４００㎡ のうち６００㎡

調査期間：平成２３年９月５日～１０月２８日

調 査 員：中山昭大、新家水奈

調査の概要

更別村市街地から南東約５㎞の丘陵上に位置する。最も高いところの標高は１９８ｍで、下からの比高

差は５ｍほどになる。１７ラインを境に北西側斜面と南東側緩斜面に分かれる。基本土層はⅠ層：表土（耕

作土）、層厚２０～４０㎝。Ⅱ層：黒色土、北側の斜面下に見られる。上面には薄っすらと樽前ｂ火山灰（Ｔ

ａ�ｂ）、下部には、樽前ｃ火山灰（Ｔａ�ｃ）層が確認される。層厚５～２０㎝。Ⅲ層：黒褐色～暗褐色
土、漸移層、層厚約１０㎝。Ⅳ層：黄褐色土、層厚２０～４０㎝。上部はⅣａ（ソフトローム）、下部をⅣｂ

（ボール状ローム）とした。Ⅴ層：支笏第１火山灰（Ｓｐｆａ�１）、層厚１０～４０㎝である。
遺構と遺物

おしょろっこがた

遺物はすべて石器で、北西側斜面からは極めて少なく、南東側緩斜面で忍路子型細石刃核を含む石器

スポットを１か所検出した。遺物出土総数は約３，１００点。ほとんどがⅣ層出土のもので、Ⅲ層から石鏃、
そう き さいせきじんかく さいせきじん ちょう き さっ き

掻器及び細石刃核が出土している。Ⅳ層からは細石刃、細石刃核、彫器、削器、掻器等が出土した。

遺跡遠景

調査状況 細石刃核出土状況
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土層模式図 遺跡位置図（国土地理院５万分の１地形図「上札内」使用）

発掘調査範囲図
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えんがる かなやま

遠軽町 金山６遺跡（Ｉ�１７�９４）
事 業 名：旭川紋別自動車道遠軽町遠軽地区埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局網走開発建設部

所 在 地：紋別郡遠軽町丸瀬布金山２５５地先河川敷内

調査面積：５２０㎡

調査期間：平成２３年１０月１１日～１１月１日

調 査 員：坂本尚史、吉田裕吏洋

調査の概要
まるせっ ぷ

遺跡は丸瀬布市街の北東側約２㎞に位置し、湧別川右岸の段丘面上、標高１７５ｍ前後に立地している。

今年度は主に高規格道路の橋脚部範囲に対し調査をおこなった。次年度以降も調査が継続される予定で

ある。

基本層序はⅠ層：表土・耕作土、Ⅱ層：にぶい黄色土（シルト質）、Ⅲ層：黄褐色土（シルト～砂質）、
えん ま か せんたいせきぶつ

Ⅳ層：砂礫層（長径１～５０㎝程度、円磨度の高い礫が密集）で認められた。Ⅳ層は河川堆積物と判断さ

れる。
せきそう さいへん

遺構はＬ９区に遺物集中範囲２か所を確認した。遺物集中１では石槍、細片・剥片類、分割原石など

が密集して出土した。遺物集中２は細片を主体としていた。

調査区全体の遺物出土状況は、Ｎラインの北側に概ねのまとまりが認められたが、その多くはⅠ層か

らの出土である。
りょうめんちょうせいせっ き

遺物は黒曜石製の石器が主体を占める。器種は石鏃、石槍、両面調整石器、スクレイパー、Ｒフレイ
けい ぶ

ク、剥片類、石核、原石がみられる。石槍は幅広で張出しの強いカエシ部を有するものや、茎部が全身
たてながはくへんはく り

の２分の１以上を占めるものがある。石核には連続的な縦長剥片剥離をおこなったものが認められる。

遺物の形状等から、遺跡の主な時期は縄文時代中期後半から後期前葉と考えられる。

ほとんどの遺物の自然面は転礫面で、拳大の礫を半割後、剥片剥離に移行したものもみられる。剥片

は石槍製作時に生じたと考えられるものが大半を占め、石槍は剥片素材のものが多い。遺跡の眼下を流

れる湧別川から石材となる黒曜石原石を採取し、石槍製作を主体とした作業がおこなわれたことが考え

られる。

遺跡位置図（国土地理院の電子国土Webシステムから配信されたものに加筆して使用）
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周辺の地形と調査範囲図

遺構位置図
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遺跡遠景（橋脚右、河岸段丘面上に調査区） 調査状況

遺物集中１検出状況

遺物集中１検出状況

遺物集中１検出状況
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出土遺物
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えんがる しらたき

遠軽町 白滝遺跡群

事 業 名：旭川紋別自動車道遠軽町遠軽地区埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局網走開発建設部

整理期間：平成２３年４月１日～平成２４年３月３０日

調 査 員：坂本尚史、直江康雄

整理の概要

白滝遺跡群では、平成１８年度以降に調査した各遺跡について二次整理作業をおこなっている。作業内

容は予定報告年度によって異なり、下記のとおりである。

平成２３年度刊行予定【旧白滝１５遺跡・・・報告書校正作業】

平成２４年度刊行予定【旧白滝５遺跡・・・図版作成作業】

平成２５年度刊行予定【旧白滝３遺跡・・・接合作業、図化作業】
ひろさとがたさいせきじんかくせっ き ぐん

ここでは旧白滝３遺跡で確認された広郷型細石刃核石器群について述べる。旧白滝３遺跡は黒曜石の
ほろ か ゆうべつ

原石山である赤石山から流れ出る幌加湧別川と湧別川の合流点から約１㎞下流に位置する。調査面積は
だいけいよう

３，３００㎡、遺物出土点数は１４６万８，５１３点（地点計測６７，２４２点）に及ぶ。遺跡からは台形様石器、細石刃
さっこつ とうげした ゆうぜつせんとうき こ がたふなぞこがた

核（広郷型・札滑型・峠下型）、有舌尖頭器、小型舟底形石器などを特徴とする複数の石器群が確認さ

れ、一部の範囲では石器群の重層的な出土状況もみられた。

広郷型細石刃核石器群は大きく３か所の遺物の集中域が認められた。とりわけＢＣ２５・２６区を中心と
さくへん

した範囲からは細石刃・細石刃核・彫器・掻器・削器・石刃・石刃核・削片・剥片などの多量の遺物が

密集状態で出土した。同範囲に対し接合作業をおこなったところ、３０個体程度の石刃技法に関連する母

岩別資料が復元され、一部の資料には広郷型細石刃核の接合を認めることができた。各母岩は大きさが

３０～５０㎝、重量は８～１５㎏程で全て角礫素材である。

上記の内容からは、全体で３００㎏を超える角礫が一か所に搬入され、石刃剥離から細石刃剥離までの

一連の製作作業が集中的におこなわれたことが推測できる。原石は赤石山山頂付近の露頭から運び出さ

れ、大型母型の状態で遺跡に搬入されたと考えられる。また、接合資料を観察すると石刃・石刃核の欠

落が認められ、一定量の石器の搬出行為も考えることができる。

今後接合資料の分析によって技術的特徴や石材消費に関する傾向などを明らかにし、同石器群を遺し

た集団の行動形態について検討していきたい。

旧白滝３遺跡の遺物分布
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旧白滝３遺跡 ＢＣ２５・２６区出土資料
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ね むろ こ しゅうへんたてあなぐん

根室市 トーサムポロ湖周辺竪穴群（Ｎ�０１�１）
事 業 名：根室半島線（Ｂ改�６３７）交付金工事に伴う埋蔵文化財発掘調査
委 託 者：北海道釧路総合振興局（釧路建設管理部）

所 在 地：根室市豊里４３�３、４４�４、１０１、９６�１１
調査面積：２，３６４㎡

調査期間：平成２３年８月２３日～１０月２８日

調 査 員：村田 大、愛場和人、広田良成

調査の概要
の さっ ぷ

遺跡は根室半島突端の納沙布岬から西に５㎞程、オホーツク海に面するトーサムポロ湖周辺に位置す
き すい こ

る竪穴群である。トーサムポロ湖は北側に湖口がある周囲延長３．３㎞の汽水湖で、周囲の標高約５～３０

ｍの台地には縄文時代早期からオホーツク文化期、擦文文化期の竪穴が２，０００か所以上存在するとみら
きたがまえやす お ほく ち

れる。本遺跡は古くから知られており、昭和３９年以降北構保男氏、東京教育大学（現筑波大学）、北地
ぶん か

文化研究会などにより竪穴分布調査や縄文時代前期・縄文時代晩期・オホーツク文化期の竪穴住居跡な

どの発掘調査が行われている。今回の調査は道道根室半島線の改良工事に伴うもので、３年目の調査と

なる。

今年度の調査区はトーサムポロ湖口に東西から突き出た半島状の段丘上に立地し、西岸部分のＡ地区

と東岸部分のＢ地区の２か所に分かれている。調査面積はＡ地区９５４㎡、Ｂ地区１，４１０㎡である。調査区

はＡ・Ｂ地区共に道路の改良工事に伴う調査のため、長さに比べて幅の狭い細長い形状になっている。

Ａ地区は標高約１０ｍのほぼ平坦な地形で、Ｂ地区は標高約１９～２１ｍで高位と低位の平坦面とその間の緩

斜面からなる地形である。なお、今年度の調査は両地区とも昨年度からの継続調査であり、Ａ地区は昨

年度Ⅲ層上面まで調査を行った部分のⅢ層以下の調査、加えて東側部分の調査を新規に行った。Ｂ地区

は昨年度調査区に隣接する東側部分の調査を行った。

基本層序は０層：表土、Ⅰ層：黒色土、Ⅱ層：灰白色火山灰を含む黒褐色土、Ⅲ層：黒色土、Ⅳ層：

摩周テフラ（Ｍａ�ｇもしくはｉとｊ）、Ⅴ層：黒色土、Ⅵ層：黄褐色ロームである。Ⅱ層中の灰白色火
山灰は上下２枚に分かれ、上位は樽前ａテフラ（１７３９年降下）、下位は駒ヶ岳ｃ２テフラ（１６９４年降下）

とみられる。遺構・遺物はＡ地区ではⅠ～Ⅲ・Ⅴ層、Ｂ地区ではⅢ層から検出している。

遺構と遺物

〔Ａ地区〕検出した遺構は貝塚５か所（ＳＭ�１３～１７）、竪穴住居跡６軒（ＯＨ�１，２，６，７、Ｈ�４、ＬＨ
�３）、土坑墓５基（ＧＰ�１～５）、土坑１３６基（Ｐ�１～１３６）、柱穴・杭穴１６５基、焼土９か所（Ｆ�２～１０）、
配石８か所（Ｓ�１～８）、フレイク集中８か所（ＦＣ�２～９）、骨片集中３か所（ＬＢ－１、ＦＢ－１・２）
である。遺構の時期は縄文時代早期・前期、オホーツク文化期、アイヌ文化期のものがあり、オホーツ

ク文化期、アイヌ文化期の遺構が多く、縄文時代の遺構は少ない。また、フレイク集中の時期は不明で

ある。

縄文時代早期では竪穴住居跡を１軒（ＬＨ�３）、前期では竪穴住居跡１軒（Ｈ�４）と土坑を検出した。
オホーツク文化期の遺構は最も多く、竪穴住居跡、土坑墓、土坑、焼土、集石、骨片集中を調査区のほ

はりつけもん

ぼ全面で検出した。時期は多くが貼付文期と推定される。竪穴住居跡４軒（ＯＨ�１，２，６，７）は調査の結
果、昭和５１・５２年に東京教育大学（現筑波大学）と北地文化研究会が共同で調査を行った、１，２，６，７号

竪穴であることが判明した。土坑墓５基はいずれも上面に配石（Ｓ�１～４）を伴うもので、配石下から
土坑墓を５基検出した。土坑墓は平面形が隅丸長方形で、規模は長軸１ｍ前後、短軸は０．７ｍ前後のも

のが多い。人骨が遺存するものは２基みられたが、遺存状態は悪く糊状に残る程度である。副葬品は配
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遺跡の位置（国土地理院２０万分の１地勢図「標津」「根室」を使用）

石直下の覆土上位でオホーツク式土器が倒立ないし横倒し状態で出土するものや、坑底付近で石鏃や鉄

製品が副葬されるものがみられた。土坑の多くはこの時期のものであり、その多くは掘り方を有する柱

穴と考えられる。焼土の中には石組みを伴うものもみられた。骨片集中３か所の内２か所は被熱した骨

片の集中で、小規模な焼土を伴う。

アイヌ文化期の遺構は貝塚、柱穴・杭穴、焼土があり、柱穴・杭穴は調査区のほぼ全面に分布してい

る。時期は、Ⅱ層中の樽前ａ降下テフラと推定される灰白色火山灰より上位で検出されているため、１８

世紀中葉以降の近世アイヌ文化期と考えられる。
こっかく き

遺物は土器が約５，２００点、石器等約８，６００点、金属製品約６０点、他に骨角器などが少量出土した。骨角

製装身具（クツクルケシ状製品）１点も出土している。他にフレイク集中等の土壌水洗選別によりフレ

イク・チップ等を約２８，５００点回収した。また、貝塚・骨片集中に伴い、貝殻・獣骨・魚骨などの動物遺

存体が出土している。
す え き

土器では、縄文時代早期～後期、オホーツク式土器、擦文土器、須恵器などが出土し、この中では貼

付文が施されたオホーツク式土器が最も多い。石器等は黒曜石製のフレイクが多く、道具類では石鏃、
せきじんぞく

砥石が比較的多い。また、Ⅴ層から石刃鏃石器群に伴う彫器、石刃などが少量出土している。

〔Ｂ地区〕検出した遺構は竪穴住居跡９軒（Ｈ�１０～１８）、土坑１７基（Ｐ�９～２５）、集石１か所（Ｓ�１）・
フレイク集中１か所（ＦＣ�２）である。時期はいずれも縄文時代前期と考えられる。
竪穴住居跡は標高約２０～２１ｍの高位平坦面に分布している。平面形は楕円形で、規模は径４～５ｍ程

のものが多く、掘り込みが非常に浅いもの（Ｈ�１１・１８）がある。また短軸径が８ｍを超える大型の焼
失住居跡（Ｈ�１３）も１軒検出し、半分のみの調査だが、柱穴が６０か所以上確認された。
土坑は竪穴住居跡と同様の分布を示し、平面形は円形・楕円形で、規模は０．７～３ｍと幅広い。覆土中

に土器（Ｐ�１３・２０）や礫（Ｐ�１９・２４）がまとまってみられるものがある。
遺物は土器が約４，１００点、石器等が約９，０００点出土した。他にフレイク集中等の土壌水洗選別によりフ

おしがたもんせんてい ど き

レイク・チップ等を約８，０００点回収した。土器は縄文時代前期の押型文尖底土器が多く、縄文時代早期

や後期の土器も少量みられた。石器は黒曜石製のフレイクが多く、他に石鏃・つまみ付きナイフ・スク

レイパー・砥石などがある。
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Ａ地区

Ｂ地区

基本層序模式図

遺跡周辺の地形
（この図は筑波大学先史学・考古学研究室Ⅰ「北海道東部地区の遺跡研究」

の付図に加筆したものである）

Ａ地区

Ｂ地区

調査範囲図
（この図は筑波大学先史学・考古学研究室Ⅰ「北海道東部地区の遺跡研究」の付図に加筆したものである）
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Ａ地区
ＳＭ：貝塚
Ｈ・ＬＨ：竪穴住居跡
ＯＨ：竪穴住居跡

（オホーツク文化期）
ＧＰ：土坑墓

：土坑
：杭穴・柱穴

Ｓ ：集石
Ｆ ：焼土
ＦＣ：フレイク集中
ＬＢ・ＦＢ：骨片集中
※等高線はⅣ層上面

Ｂ地区
Ｈ ：竪穴住居跡
Ｐ ：土坑
Ｓ ：集石
ＦＣ：フレイク集中
※等高線はⅣ層上面

平
成
２３
年
度
調
査
区

Ａ地区年度別調査範囲

Ａ地区遺構位置図

Ｂ地区遺構位置図（４６～７１ライン）
Ｂ地区年度別調査範囲
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Ａ地区調査状況

土坑墓（ＧＰ―１）遺物出土状況 土坑墓（ＧＰ―３）遺物出土状況

オホーツク文化期の土坑 骨片集中（ＬＢ―１）
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Ｂ地区調査状況

Ｂ地区縄文時代前期竪穴住居跡（Ｈ―１３）
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３ 現地研修会の記録

平成２３年９月２９・３０日（木・金）の両日、遠軽町・下川町・名寄市において、現地研修会を行った。

２９日は北海道立埋蔵文化財センターの指定管理業務「市町村担当職員出前研修会」との合同開催である。

今回のテーマは、「道東北における旧石器遺跡の調査と出土資料の公開活用―遠軽町白滝遺跡群と下

川町内の遺跡―」とし、講義・資料館見学・調査遺跡見学などで構成した。講義は開館したばかりの遠

軽町埋蔵文化財センターに会場を設けて行った。

最初の講義は当センター直江主任による「白滝遺跡群の調査と整理」で、調査概要と現時点の調査成

果が示された。次に遠軽町教育委員会の学芸員松村愉文氏による「国指定史跡「白滝遺跡群」と出土資

料の公開活用」では、白滝地区の発掘調査の歴史や史跡指定までの経過、ジオパークとの関連などの話

があり、遠軽町埋蔵文化財センターの概要が説明された。継いで埋蔵文化財センターの見学にあたり、

町教育委員会の学芸員瀬下直人氏から、展示の主旨や構成を含めた解説があった。多忙な中にもかかわ

らず、会場設定や講義・解説の対応をしていただいた遠軽町の松村・瀬下の両氏に深く感謝いたします。

遠軽町埋蔵文化財センターを出てすぐ、白滝ＩＣからの移動バス内では、調査を終えた遺跡の位置・

立地等や「赤石山」が、直江主任から紹介された。

３０日は下川町北町Ｊ遺跡を担当の笠原課長・直江主任の解説で見学した。遺跡の鍵となる珪化岩のあ

り方や現場への渡河進入路・ヒグマ対策などの説明があった。その後、下川町ふるさと交流館（解説：

直江主任）、名寄市北国博物館（解説：吉田清人学芸員）と移動し、埋蔵文化財や地質関係資料を中心

に見学をした。以下、研修会の日程を示す。

９月２９日（木） ＪＲ旭川駅前 集合

遠軽町埋蔵文化財センター 講義・見学

遠軽町 白滝遺跡群 車窓から見学

下川町 五味温泉 情報交換会・宿泊

９月３０日（金） 下川町 北町Ｊ遺跡 見学

下川町 ふるさと交流館 見学

名寄市 北国博物館 見学

ＪＲ旭川駅前 解散

遠軽町埋蔵文化財センターでの講義
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遠軽町埋蔵文化財センター見学

遠軽町埋蔵文化財センター展示室にて 名寄市 北国博物館見学

下川町 サンル４線遺跡見学 下川町 北町Ｊ遺跡にて
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４ 協力活動及び研修

� 協力活動（日付は平成２３年のもの）

ア 発掘現場見学

＊江別市 対雁２遺跡

１０月５日 江別市立対雁小学校 遺跡見学

１０月１０日 石狩川と縄文人の漁業を学ぶツアー 遺跡見学

＊長沼町 南六号川左岸遺跡

８月２９日 北広島市民大学ＯＢ会 体験発掘

９月１日 千歳高星大学第１１期生 遺跡見学

９月６日 長沼町立北長沼小学校 遺跡見学

９月１０日 恵庭カリンバの会 遺跡見学

９月１５日 NHK文化センター新さっぽろ教室 遺跡見学

９月２１日 長沼町立南長沼小学校 体験発掘

１０月７日 長沼町教育委員会 遺跡見学

＊長沼町 幌内Ｄ遺跡

１０月７日 長沼町教育委員会 遺跡見学

＊福島町 館崎遺跡

７月３日 福島町教育委員会 遺跡見学

７月２１日 福島町立吉岡小学校 遺跡見学

９月９日 福島町立福島小学校 遺跡見学

＊木古内町 札苅５遺跡

６月１４日 木古内町文化財審議委員 遺跡見学

＊木古内町 札苅６遺跡

６月１４日 木古内町文化財審議委員 遺跡見学

７月２８日 七飯町歴史館ジュニア探検クラブ 体験発掘

９月２３日 北の縄文パネル展 体験発掘

９月２９日 木古内町立木古内小学校 体験発掘

＊木古内町 木古内遺跡

６月２日 札幌市立定山渓中学校 遺跡見学

６月９日 木古内町教育委員会新人研修 遺跡見学

＊北斗市 当別川左岸遺跡

８月３１日 北斗市文化財保護審議会 遺跡見学

＊北斗市 押上１遺跡

７月２７日 子どもチャレンジ講座「夏休み体験発掘講座」 体験発掘

８月１９日 弘前大学 遺跡見学

８月３１日 北斗市文化財保護審議会 遺跡見学

＊下川町 北町Ｊ遺跡

１０月１８日 下川町文化財保護審議員 遺跡見学
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＊根室市 トーサムポロ湖周辺竪穴群

９月１７日 根室市歴史と自然の資料館史跡見学会「根室の史跡を訪ねて」 遺跡見学

１０月２２日 釧路考古学研究会 遺跡見学

イ 委員会等の会議

＊全国埋蔵文化財法人連絡協議会

５月１７日 第１回役員会（東京都 坂本（均）・中田）

６月１６・１７日 平成２３年度総会（高知県高知市ほか 坂本（均）・中田・花岡・小杉）

１０月１３・１４日 北海道・東北地区会議ならびに北海道・東北地区コンピューター等研究委員会

（江別市 松本・畑・中田・千葉・三浦・葛西・菅野・�田・鎌田・小杉・小笠
原・倉橋）

１０月１４日 陳情・要望活動（東京都 坂本（均））

１２月１・２日 第２回役員会（東京都 坂本（均）・中田）

＊網走市史跡最寄貝塚保存整備委員会

２月９日 平成２２年度第２回委員会（網走市 畑）

＊財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構

４月１２・１３日 平成２３年度助成事業審査委員第１回役員会（札幌市 畑）

＊恵庭市史跡カリンバ遺跡整備計画策定委員会

２月３日 第５回委員会（恵庭市 畑）

＊洞爺湖町国指定史跡入江・高砂貝塚整備検討委員会

２月２８日・３月１日 第１２回史跡入江・高砂貝塚整備検討委員会（洞爺湖町 畑）

＊北海道アイヌ協会

８月５日 北海道大学アイヌ納骨堂におけるイチャルパ（札幌市 三浦）

１０月４日 札幌医科大学収蔵アイヌ人骨・遺跡出土人骨イチャルパ（札幌市 三浦）

＊NPO法人三内丸山縄文発信の会

縄文の漆複製プロジェクト

５月２８日 第４回検討委員会（青森県青森市 田口）

８月５日 第５回検討委員会（函館市 田口）

＊北海道文化財保護協会

６月２２日 第２回役員会（札幌市 千葉）
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ウ 調査指導および講演会等の講師

＊北海道大学埋蔵文化財調査室

２月１３日 第４回調査成果報告会（札幌市 田口）

＊札幌大学埋蔵文化財展示室

平成２３年３月～平成２４年３月 金属製品保存処理の指導・助言（札幌市 田口）

＊札幌国際大学

４月２２日 遺物保存処理の指導（札幌市 田口）

＊札幌幌南ロータリークラブ

６月３日「北海道の遺跡発掘」（札幌市 畑）

＊千歳市教育委員会埋蔵文化財センター

７月５日 チャシ跡等調査の指導・助言（千歳市 三浦・鈴木（信））

＊上ノ国町教育委員会

９月７～９日 町内出土遺物保存処理事業の指導・助言（上ノ国町 田口）

＊木古内町教育委員会

１０月５日 平成２３年度公民館講座 木古内郷土学習講座

「木古内ゼミナール～中世の木古内を探る」（木古内町 酒井）

＊知内町教育委員会

１０月２３日「考古学物語�日本最古の墓出土品の歴史的意義�」講演会（知内町 畑）

＊中川町教育委員会

１１月７・８日 中川町佐久オフイチャシ跡火山灰の確認およびサンプリング（中川町 花岡）

＊森町教育委員会

１１月２２・２３日「北海道南西部の縄文遺跡について」講演会（森町 冨永）

＊NPOネットプロジェクトオホーツククラスター湧別川流域研究部会

１１月２３日「ジオパークと埋蔵文化財を活かした地域活性化について」（遠軽町 畑）

＊石狩市教育委員会

１２月３日「石狩市の遺跡と世界遺産」（石狩市 畑）

＊南北海道考古学情報交換会

１２月３・４日 平成２３年度発掘調査報告会（函館市 遠藤・愛場・冨永・阿部・福井・酒井）

＊恵庭市教育委員会

１２月６日 恵庭市ユカンボシＥ１１遺跡出土炭化材樹種同定（札幌市 田口）

＊弘前学院大学地域総合文化研究所

１２月１０・１１日「北日本・民族文化の考古学・考現学講座－北日本の縄文文化とアイヌ文化の大きい

住居の考古学・考現学」（青森県弘前市 三浦）

＊北海道考古学会

１２月１７日 平成２３年度遺跡調査報告会（札幌市 佐川・阿部・福井・酒井）

＊北海道大学埋蔵文化財調査室

１２月２７日 遺物の保存処理に関する技術指導および協力（札幌市 田口）
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� 研修（日付は平成２３年のもの）

ア 外部研修

＊文化庁

２月８～１０日 平成２２年度第２回埋蔵文化財担当職員等講習会（埼玉県さいたま市 袖岡）

９月７～９日 平成２３年度第１回埋蔵文化財担当職員等講習会（新潟県新潟市 菅野・今本）

＊国立文化財機構奈良文化財研究所

１２月２０～２２日 保存科学研究集会２０１１

「被災文化財のレスキュー ―保存科学の果たすべき役割と課題―」

（奈良県奈良市 田口）

＊日本第四紀学会

８月２６～２８日 ２０１１大会（徳島県鳴門市 花岡）

＊北海道教育委員会

１０月２０日 平成２３年度アイヌ文化財専門職員等研修会

「アイヌ文化に関する文化財の現状と課題」（札幌市 田口）

＊全国埋蔵文化財法人連絡協議会

１０月２７・２８日 平成２３年度研修会（福島県白河市 皆川・湯田）

１２月９～１４日 海外研修（中華人民共和国四川省 笠原・新家）

イ 内部研修

＊平成２３年度現地研修会

９月２９・３０日（遠軽町・下川町 １０名）

＊平成２３年度発掘調査報告会

１１月３０日（センター研修室）
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５ 平成２３年度刊行報告書

第２８１集『木古内町 蛇内２遺跡』

北海道新幹線建設事業埋蔵文化財発掘調査報告書

第２８２集『北斗市 館野遺跡（２）』

高規格幹線道路函館江差自動車道建設工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書

第２８３集『北斗市 館野２遺跡 Ａ地区・Ｂ地区』

高規格幹線道路函館江差自動車道建設工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書

第２８４集『千歳市 キウス５遺跡（９）』

道央圏連絡道路工事埋蔵文化財発掘調査報告書

第２８５集『千歳市 祝梅川小野遺跡（１）・梅川１遺跡（１）』

道央圏連絡道路工事埋蔵文化財発掘調査報告書

第２８６集『遠軽町 白滝遺跡群ⅩⅡ』

旭川紋別自動車道遠軽町遠軽地区埋蔵文化財発掘調査報告書

第２８７集『鶴居村 下幌呂１遺跡』

釧路鶴居弟子屈線（Ａ交－５７）交付金工事埋蔵文化財発掘調査報告書

第２８８集『富良野市 中五区１遺跡・中五区２遺跡・中五区３遺跡』

旭川十勝道路富良野市富良野道路建設工事埋蔵文化財発掘調査報告書

第２８９集『下川町 北町Ｊ遺跡（２）』

天塩川サンルダム建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

第２９０集『松前町 福山城下町遺跡』

町道朝日豊岡線代行事業用地内埋蔵文化財発掘調査報告書

第２９１集『更別村 香川遺跡』

帯広広尾自動車道中札内大樹道路工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

第２９２集『木古内町 大平４遺跡（２）・蛇内２遺跡（２）』

北海道新幹線建設事業埋蔵文化財発掘調査報告書
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６ 組織・機構

役 員（平成２３年６月１日現在）

理 事 長 坂 本 均 常 勤

専務理事 松 本 昭 一 常 勤

常務理事 畑 宏 明 常 勤

理 事 臼 杵 勲 非常勤

理 事 菊 池 俊 彦 非常勤

理 事 越 田 賢一郎 非常勤

理 事 田 端 宏 非常勤

理 事 平 川 善 � 非常勤

理 事 本 田 優 子 非常勤

理 事 森 重 楯 一 非常勤

理 事 山 本 伸 弘 非常勤

監 事 佐 藤 一 夫 非常勤

監 事 村 山 邦 彦 非常勤

評 議 員（平成２３年６月１６日現在）

評 議 員 氏 家 等 非常勤

評 議 員 川 上 淳 非常勤

評 議 員 木 村 方 一 非常勤

評 議 員 佐 藤 俊 和 非常勤

評 議 員 昌 子 守 彦 非常勤

評 議 員 白 崎 三千年 非常勤

評 議 員 谷 直 人 非常勤

評 議 員 鶴 丸 俊 明 非常勤

評 議 員 戸 塚 隆 非常勤

評 議 員 西 幸 隆 非常勤

評 議 員 松 田 光 � 非常勤

評 議 員 横 山 健 彦 非常勤

普 及 活 用 課

第 １ 調 査 課

第 ２ 調 査 課

第 ３ 調 査 課

第 ４ 調 査 課

総 務 課

業 務 課

会 計 課

第 １ 調 査 課

第 ２ 調 査 課

第 ３ 調 査 課

総 務 部

第１調査部

第２調査部

評 議 員 会 理 事 会 監 事

理 事 長

専 務 理 事

常 務 理 事
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７ 職 員（平成２３年４月１日現在）

総 務 部

総 務 部 長 中 田 仁

総 務 課 長 葛 西 宏 昭

主 査 小 杉 充

参 与 北 浦 満

参 与 前 田 克 己

第１調査部

第１調査部長 千 葉 英 一

普及活用課長 鎌 田 望

主 査 藤 本 昌 子

主 査 倉 橋 直 孝

主 査 藤 井 浩

第１調査課長 田 口 尚

主 査 花 岡 正 光

主 任 吉 田 裕吏洋

第２調査課長 鈴 木 信

主 査 菊 池 慈 人

主 査 鈴 木 宏 行

主 査 末 光 正 卓

主 任 山 中 文 雄

第３調査課長 土 肥 研 晶

主 査 皆 川 洋 一

主 査 阿 部 明 義

主 査 袖 岡 淳 子

主 査 佐 藤 剛

主 任 冨 永 勝 也

第４調査課長 笠 原 興

主 査 佐 川 俊 一

主 査 谷 島 由 貴

主 査 越 田 雅 司

主 査 坂 本 尚 史

主 任 直 江 康 雄

業 務 課 長 菅 野 聡

主 査 小笠原 学

主 任 今 本 宏 信

参 与 湯 田 俊 一

参 与 佐 藤 龍 夫

参 与 徳 田 京 一

会 計 課 長 � 田 千 秋

主 任 中 村 貴 志

第２調査部

第２調査部長 三 浦 正 人

第１調査課長 遠 藤 香 澄

主 査 中 山 昭 大

主 査 影 浦 覚

主 査 立 田 理

主 任 福 井 淳 一

主 任 柳 瀬 由 佳

第２調査課長 熊 谷 仁 志

主 査 立 川 トマス

主 査 芝 田 直 人

主 任 酒 井 秀 治

主 任 佐 藤 和 雄

第３調査課長 村 田 大

主 査 新 家 水 奈

主 査 愛 場 和 人

主 査 広 田 良 成

主 査 大泰司 統
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